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1926咋（昭和元年）には，John Logic L3aird（英同人：

1888畔～1916咋）により実川化テレビの袈溝が行なわjL

た。

1927咋（昭和2年）に交流式ラジオ・セットが聞発き

jして，電池式ラジオ・セットと比較してコンセットを

詰込むだけで放送が開けるようになり，交流式ラジオ・

セットは米国の各家庭に急速に削及していった。

ィ．米国における無線電†刑l華の発展

マルコ二は1899咋（l州浜32咋）にWireless Telc即aph

alld Si即1alCol11panyを英軍＝こナ封、て創設し，灯缶に

無組電l引幾を設置して15マイル（2．仙川　の通口実験を

実漬した。こU）全山ま，後にMal・COlli Wireless Tele・

即alJh ConlL）atlyと名称を変更したが，現JIiでも矧国で

著名な会社の1つである。

米用で職柔肌こ創設された無線電r再会FHま，∧Hlel・icall

MarcoLliWil’eIess TeIegraI）h Coml）ally（AMWT

Fl二）であった。AMWT社は，1約9隼11日にニュージャ

ーシー州に設立され，マルコ二の持許を快川した無線

電倍局の設置をその業務l勺容としていた。

最初の無線電信局は，NaHhlCket島の東岸にある

SiascoIISetとNaLltuCket灯千川lHこ設閃きJL，19Ol咋（明

治封隼）8月に40マイル（6・1．37kl11）の粧郡で最初の電波

の送受情が行なわれた。

1901咋12月には，英国のマ／レコニ無緒電信局の信号

が人裾羊を越えて米国でも受隅できた。これが契機と

なって，1901印から1915咋（大汗■＝車）の問に米国内に

無線蒐僧関連会社が続々と設立され，独自の無線電信

機照を製作しては，販売も始めた。

まず，1901的こAIllericallWilJeless TelepllOIle＆

Tele針al）h ComPally（AlVTT往）が設立された。

AlV′1‥rH二とその子会社9社の汽本金の合計は500目

方ドルに通した。

AWTT社の西海岸の子会社であるPacifjc Wire－

less TelegrEIPh Companyの技師で，当時抜群の腕の

持主といわれていたRobel1mlalTilJttほ，1902咋（明

治35咋）5J封・IlIIStitute of Radio EngilleerSを創設し

た。彼は．米国における府初の商用無線電信局を設引

し　設潤して，19旧年7月にはカタリナ島のAval011と

カリフォルニア州SaIIPedro問の無線電信の運営部業

を開始した。

他のグループとしては，19O1年にLee DeForest博士

らによってWipヒless Telegraph Compally Of Amer・

icaが資本金3000ドルで設立さjLた。この会杜は，1901

年末にDe Forest Wirele声STelegraphCompal1yと

社名を変配して，賢本金は100万ドルになった。1902咋

2日には所木斜ま300月ドルにな・リ，陣FllJlには5州

ノブド／レに上昇した。1903年（明治36年）には社名をAmeト

ica■lDe Forest Wireless Telegraph CoHlPaIly（A

lJW’川：）と変更して，資本金は1000万ドルに通した。
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19。6咋（明ih39年）には・ADWT社は27の地上局をJ

持つ米国で最大の無線電信の運営会杜に成長していた．

ADWT社の使用送信機は，1～2kWの高圧トラン

ス，振動変圧器及び無音放電器などで梢成されていた．

受倍機として・船舶鼎こはル叫プアンテナに接続され

た2佃の同調コイルを使ったチューナー（DeF。re瑚

嗣装間と呼はLLていた）と，DeFores‖己竃器又は電解

検波器を組合せたものが使用された。陸上川には，舶

仙川と同じ倹波器と，3個の同調コイルを使った同調

のとりやすいチューナーが使用されていた。

19（I昨に・法廷でDeForest応答掛まFessllde．17％

解検波器の持許（190年に取得）を侵繋しているとの判

決が下り，ADWT封二は痕らにDe Forest応答鴇を

GelleralH・lI・DuIIWOOdyが19O6年に持許せ取得した

シリコン検波諾封こ換装した。

特許侵害の責任をとって，De Forestは＾1）lVT領

を1906年11月に辞職した。

Ullited Wire］ess Telegraph CoH1PaIly（UWT祉）

は．1906咋腫末の資本金が2000万ドルであったが，1907

年（明治朝咋）2月にADWT址の無線電信局の運営業

務を全て引継いだ。UWT杜の技術陣は，1906年にDe

Fol－eStの2個のコイルと3個のコイル同調装置を改良

して取付けたA型（brPeA）とB型受信機を完成してい

た。

1907年には，タグ・ポートと小型沿岸船舶用にC型

受信機を開発した。190昨初めには，船舶と海岸局の

樺準装備朋としてD型受信機が開発された。このD型

受†言機は大拙こ生産されて，節1次世界大戦（1914咋

～1918隼）まで使用された。E型受信機は，ルーズ・カ；

プラーを備えた最初の商用受信機で，1911年（明治44中二）

に発表された。しかし，E型受信機は発表の前にUW

T杜の所有船舶の－一郎に装備されていた。

1911年5月に，UWT（UniledWirelessTelegr叩l一）

杜の役員3名が株券の操作による詐欺罪で有罪となり，

3年間連邦刑務所に服役するという判決が下った。

同年，AMWT（American MarconiWireless Tele・

graph）社はUWT社が特許侵害しているという理由

で．裁判所に告訴状を提出した。

ModerH Electrics誌の1912年4月号の記事による

と，UWT社はAMWT杜との訴訟に負けて，会社の

資産は7岬ドルでBritishMarconiCompa‖y（L3Mf＿1二）

に引取られ，BM社からAMWT社が買収した。

このため，AMWITiJ二はUWT杜が運営していた7O

個所の地上局と，500隻に装備されていた船舶局用の無

線局の運営業務を直ちに引継ぐことになった。

AMWT杜の技術陣軋　一般によく知られている受

信機群を研究開発している。

1912年・（大正元年）に101型受信機を初めて発表して

以来，1913年には103型受信機を製作し．1915年には有
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で．この論文が彼のラジオにおける長い経歴の始り

でもあった。

1900年代の初期は，箱根波をどのようにして良好

に受信するかが問題であった。

Bl・allley検波器またはコヒーラ（Cnl－ere－うはラジオ・

システムとしては未熟で信輔性の低いものであった

し，0li、rerLodge検波器も感度がまだ不卜分であっ

た。1900年に伽mJ・gSJが開発した検波買旨も侶柳生は

まだ低いものであった。

1904年にFle〃Zt〃gが発明したelectrotlicvalve（2

極管）は，彼が探し求めていた検波誰で，コヒーラよ

りも安定な検波又は整流ができた。しかし，電ほを

増幅することはできなかった。

〃e爪汀だざJは，2梅管のcaLh0（1eとatlOdeの問に3

番EJのelectrode（屯匝）を挿入することを試みた。

この電極をgrid（伯T）抑こして．catl10deからanode

にいたる電子流の問に置き，電子流を制御できるよ

うに工夫した。
‘1906年に彼の製作したaudioll（3極管）は完成し，

入力侶号を増幅することが出来るようになって，

近代的ラジオの誕生をもたらした。

DeIb7℃SLがrather of radioと呼ばれているのは，

このaudiotlの発l州こよってである。彼はその他にも

300作以上の特許を得ている。

イ項でも述べているように，無線電信郡業にも初

期の段階から参画していて，1906年11月にADWT

杜を辞職してからも各種の事業を起した。

1914年には，DeForestRadioTelegraphComPany

をD。F。reStRadi。Tel。Ph。1，e＆Tele諦phC。m．

paLly（DRTT祉）と社名の変更をして，第1次世

界大l恍中は主に軍用無線機の生産に力をそそいでい

た。大悦後は，称制服泉機とアマダーユア用無線機の

生産をして，放送等の聴取が良好にできるための回

路の研究開発も行っていた。

1925年頃になると，DRTT杜は無線機の生産を

止めてしまった。それは，βe凡り■gSJ博士が無声映画

に音声を入れるために．映写機の改良と研究開発に

全力を投入しはじめたためであった。

1961年6月30日，カリフオ／レニア州ハリウッドで

77才の輝かしい生涯をとじた。

Mg血′わ亀〃抑ノdJ■d九つ〃5山川g

a九・fH〃叩β畑山■〃ま油や〃gは，1890年12月18日に

ニューヨーク州ニューヨークで生れた。

少年時代に，まだ産声を上げたばかりであった初

糊のラジオに興味をもった。

1908年，17才の将に送信機と受信機を製作して，

l BCGというコールサインを使って初期の大西洋

横断通信実験にも参加している。

1909咋，18才でコロンビア大学に入学して．有幸一
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な〟葎／刷りn小力教授のFでまだ∴般にはあまり唖

われていなかった伽爪柁∫／のaudio1－や他の兵学管

の研究に取り組んだ。在学中の1912年には・reedback

Circtlit冊還閉路）を使った代getlerati（川（円′＝乍川）

に関する発明をしている。

1913jF，22才でコロンビア人草を卒業して・l二学士

の学位を得て凸′♪玩教授の助手として研究室に残っ

て研究を続けた。

第1次世界大戦巾の1917年に，ノレ川5／WIgは志噺

してU・S・＾rmyのSignaLCorps用†錮）に入隊し一

渦を減ってフランスの前線基地に派遣され，随邦の

通信方式についての研究に従事した。

1919年，大戦の終結とといこ米国に帰任した彼を

待っていたのは．1912咋に発化した軋郡珊鋸こ関し

て伽凡，‘g5g博士との間で争われていた長い訴訟郵′ト

の結審を受けることであった。

鰻還回掛ま，ノhJはJn〃7gと伽凡7℃SJのどちらが先

に発明したかに関して，裁判所は．「アームストロン

グ少佐のディバイスは．立派な着想ではあるが，そ

れより先に創造的なディバイスが開発されていた」

との判決を下して，βp凡J・eSJ博士の勝訴を認めた。

A〃那加〃7gの母校であるコロンビア大学当局は，

科学的な疑問点を法廷で証明するために専門委員会

を設置し，5万ドルの支出を決定してアームストロ

ングを支援した。

コロンビア大学に復学した彼は，1934年には母校

の電子工学科の教授になっている。

彼の多くの発明の中で，frequencymodulatioIl（F

M）に関する発明は1939年に完成されたが，現在でも

広く利用されている非常に重要な発明であった。

その後も研究は進められて；1954年に発表された

FM多重システム（systemofmultiplexing FM）

に関する発明が．彼の最後の発明となった。

dr冊か。〃gは多くの名誉と円状を授与されている

が，その中にはMedaHorMeritやMedatoHloIlOr，

l11StituteofRadioEnginee誌などが含まれている。

彼の発明を年代順に列記すると次のとおり。・

1912年：Regelleratio11（再生作用）

1918年：Superheterodynecircuit（スー／Lへテt］ダ

イン回路）

1922年：Super－regeneration（超両生作用）

1933咋：FrequeLICyModulatiol1（FM作m）

1939年：FrequencyModulationcircuiHFM回路）

1953年：Systeln Ofnlultip）exi明FM（FM多窮シ

ステム）

1954年2月1日に，生dL故郷のニューヨークで64

才の仰しい生泥をとじた。
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寺子顎l岳＝一監聖二ニ
写真2　RAD10TRON UV－204A250ワット

オ．柑r伴

（フつ　2仲㌍

電i’・管の脛史は，電■JIJJ削かこついで熱犯す放出J；

よひ光一iはJ’・放出び）物靴的研究から始めらjLた。

空気を抜いた椚話中の2昭極刷に制作′ブ・えた場九

両馴相聞に放電を隼ずることほiliくか・知られていじ

16757卜に仏の．IeH＝Hcぐm一（日用封卜」届昭）カ1トリノ／

ェリの真空の実験l恒こF津になrJていろ閂甘川’亘部が水

鎚の哺妬射こよって淡い発光をすることを観禦しているく

しかし，このような現象に対して系統的な研究が冒な

われるようになったのは，一・一般の電飾こ隙ける研究が

進んできた19L明紀の後半になってからであった。

電子の解明とともに電子放＝現象にl朴∂■る実験が19

世紀後半以降数多く行われたが，いずれも気体の存在

している状態で実験が行わjしたので，明碓な電子放jIi

現象の結果を絹・ることができないで，物理現象として

の興l妹をひいたにとどまっていた。

しかし，エジソンの1883隼（l別納16咋）の実験では，

たまたま屯球内に薄い金属板を入れ，写真3のように

検流計を通してフィラメントの高電位の端子につなぐ

と電流が流れ，反対につなぐと全く電流の流れないこ

とを認めた。

この現象はエジソン効果と呼ばれ，加熱フィラメン

トから電了・故山が得られたことを示し，その後の熱電

WとPhoneの無線機も販売されていた。AcmeAppara－

tus社は，CW用のパーツと変LE器を製作，販売してい

た。

初期の電話送信機は，Ileisillg（ハイシング）変調かgI・iJ

（格子）変調を使っていて，アンテナもいっしょに変調

した。ハイシング変調の電話送信機の回路図は第1回

のとおりである。

発振は真空管2本を使った自励発振で，タンク・コ

イルには大型のタップ付のものを用いて，同調はタッ

プを変えることによって行われていた。

真空管を使用しているアマチュア局は，自局の運用

を通して200111よりも175m（1714虹Iz）のほうが同じ送

信機で出力が大きく，遠方に到達することに気が付い

た。200manddownの始りである。

さて，送信機はMasteroscillator（圭発振器）とpower

ampli鮎r（出力増幅器）で構成されたものとなり，その

頭文字を組合せてM．0．P．A送信機と呼称された。

この送信機はそれまで使用されていた並列真空管発振

器と自助回路の組合せた送信機よりもl馴した作能を示

した。

1910年代は部品や真空管が非常に刷価であった。ド

ルの値打は現在の10～lUt順位として計鈴しなければな

らないだろう。例をあげると．UV一一2胴250W川力管

は110ドルしておリ10倍としても1100ドル日ド／Ll鞘円

として19力持「・Iリ）はしていた。写良2LlUV　2t日八の

外形である。IOWの屯請送信機キットの仙措け150ドル

で，1UOWの電話送信機キットの仙格は250ドルもした。

そのため，当時のハム達は自分でトランスを巻き，コ

イルも製作した。

火花送信機と比べて真空管送信機は非常に優れてお

り，混信が少く，同じアンテナを使って約3倍の通達

距離が得られ，しかも選択度も良好であった。

1922年（大正11年）には25．000台のアマチュア用送信

機が使用されていて，その約8倍の2110．000台の受†引幾

が使わJしていたという。

送信機に傑ける理論の最大な頁献者はNikUlaTesla

（米国人：1856～1943）であった。しかし，政はラジオ

に特別な興味を示さないで，AC（A圧erl1atil1gCurl・ellt）

の研究を進め，送信機用のAC電源と高電圧の発生を

完成させた。
－126－

子を利用した電子管の研究に大きな手がかりを与え畑

もので，熱電子管発展の1つの出発点となった。　・

写真3　エジソンの実験結線図





写鼠I MoorheadとShawbasesの例

MOO剛1EAD

A仙PLげl【R

MARCONl VT
1920

3極管による剰帖は，効率よく安定な電力が得られ

る／ごりではなく，花池による回転機で得られる発振よ

りいはるかに高い用減数の交流が†軋綺できることがわ

かり，高周波送信管として通信，無線謁請への通を閑

Hiしたものであった。

191岬から1918咋の第1次ttと界大槻中に，3極管は

無線電信・電言高の発達を促し，はじめて多出に米国お

よびヨ一一ロツパで製造されだした。

1m5年（人正目FH二八日（li川1は管状に変り，2垂フ

ィラメントが桃川された。

電F・管けM（）OrlleadU）管型とSllilWbilSeS（押込式：

写真】別冊になり，I）eFot－eS＝〃桐′l：に眺触しないよ

うに2I鋸引こコントロール電極を収付けた型も作られ

た。

封】次削邦人戦中にlV。Stel・Hlミlectl・ic糾拍幸一なV
・1、1上二V11－2を叩川’．にr菅として製作している。V

′卜lとV’巨2州捌ノ二は写真2J）とおりである。

1mニi咋（人臣2叶）に（日工廿がトリ・ンムタングステン

陰極を開発した。

こ山崎までに東壁抜附も猫通して，和こドイツのW・

ゾーデに」、る分・r・ポンプ，水銀拡散ポンプ，ラングミ

＝L7㌧〃水銀凝縮ポンプなどが川次で発明され　はじめ

写真2　Westcrn ElectricのVT－1とVト2

て戟留ガスの影響のないいわ吋｝るハード■チューブ佃

異空管）ができるようになり，真空中における電子胸）

特性も理論的に明らかになってきた。剛寺に蛮空度の

改善により電極間の電圧を高くすることも可能となっ

た。

高真空化にともない高電圧の真空管の製作が研削こ

なり，高電圧雅流用2極管ケノトロン，3悔管プライ

オトロンがGE社で製作された。

それまで使用されていたAlldiollは真空度が低く，動

作が不安定なため調整がむづかしい山二号l旺撒1（川

しかかけられなかった0しかし，プライオトロンで日

高電三で大電舶〕ものも容易に製作が可沌となっ／二0

1919年（人正8叶・）にはGE社が最新型のタングステ

ンあるいはlリエーテッドタングステンを使った締ほ

池川u）L勘軌陰極形借UV－20OとUV201をliしこ＾し一）rfJ．

称で発売した。その後し川－201A，UV－199など丸く

の郁鮒の球が■ト陽に耕した。写真3はtH／2（lHlとUV

199の外形である。

送信管として最帖こ多出生産さjl′た射t～1…恒二

発売され7こBzISel）州の名郎←用いHしている＼Ⅲ杜〃用

W送信管VTr2であった。1919拝にはWesterllU）211

タイプが発売された。

WE211は50W川で，WE212は250W111である。

1）elrol・eSt社とGE宇目ま，他の主要送信管製造会杜の

球を含めてRadiotronとCunniIlgha111の名前で送信管

を枇売した。GE址のUV－202，UV－203，UV－204

タイプは1921咋（大i［lf件）に発売されたが，これらの

球は特に有名であった。

け）WestcrllElectric Tubes

今までにも述べてきたが，WlH＝よラジオの初期に

活躍した兵空管製造会Fl二のlつである。

1915隼（人r巨1咋）にlVl王il：はバージニア州Arlingtol）

から人腑羊偶断電訪テストに参加lL，550本の亀子管を

亜州こ接続し／二送†告供を†勅1日／て，交†引こ成功してい

る。
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窮1乗　受僧職の捕成部品の価格表

川を抑制さけて高周波増幅，胱周波電力増幅を比較的

低唱圧で効率よく行うことができたので，4極管に代

って■射朋刷帥亨に広く川い・■）出る．jこうにな一）た。さ・、ノ

に，高能率の＝力管としてl旧6叶，（l州Il】抑）にト什

ム・パワーー管がlそし∧て期′ドされている。

■上言山）ようには「による氾一拍己制御を利川する氾I‘一

管は頂埋的にひととJjリ山発展をとけて，以後は翻り

能化，小型化，迫昨骨．高い周波数での性能改斡′、と

進歩をつづけた。

小判化は，部品L作技術，電子管製作技軋・．1打持

崩料の発展とあいまって電jl管容器の小型化が進恥、）

JL，安倍管は初期のナ左形のS形管からドーム形のS

T管になり，第2次人戦中にはMelal［血e（金屑閂）

が軍用として幅をきかせたが，これもガラス管に代っ

て（jT管が生Jtた。

さらに，1939隼り榊和1川ご）ころからミニチュア符廿1

1、管）が作られた。当初はポータブルtラジオ川として

開発されたが，副生能で小型かつ丈夫な球ができるよ

うになって2次大戦中に叩川としても採JIは目した。

受信管の容横比を比較す1ると，ST管を川Uとした場

合，（；T管はその1／2の5りとなり，MT管はレ′1日の川

となって，受信機の容積と耐熱対策に責献してし、る。

カ　受信機

（刀　受信機のあゆみ

糾糊のワイヤレス受倍機は外観の美しいH作りてあ

ったが，その技研的なJl棉巨は原始的なものであった。

最初の受信機にはコヒーラーが梗川さJした。

信号がコヒーうーを通って電路ができて電流が糾し

ると，リレーが働いて受話掛こクリック宵が入った。

そのままにしておくと次の信号が入ってきてい倹披さ

れないので，コヒーラーをハンマーでたたいて（デ」と

し一ラ」元の状態にもどし，■次の信号を侍つというゆう

ちょうな加式であった。　　　　　　l

コヒ」ラーは，検波指として感度が低く，倍蜘JI二も

低いものであったが，これがワイヤレス・コミュニケ

ーションの始まりである。

－130－

第1国　初期の受惰機の例

1900年代に入って，新しいメタ′レ・ケミカルの

electro】ytic偶師）検波掛こなり，無線はよl）実川「軌

段階に進んだ。

船舶川としては，動揺と振動に耐えるために池畔三

波器も使用された。　　　　　　　　　　　　　′

クリスタル検波相川9腑巨に刑Jされて∴呵旧紺

機に広範臥こ導入されたことにより，指名連は　＝抽

クリスタ／レ・七、ソトで無紬を聞き，かつ楽しめるよう

になった。

伽J句7℃5／博士の発明した3樺真空管は，ラジオ・コ

ミュニケーションを拡張する役割をはたし，各家庭で

ラジオ受信機を所有することが可能となった。

第1図は3極管を使用した初期の受信機の例である。

1919年（大正8年）に爪Ⅷ戒〔加md博士が手がけた

初期の放送は，上記のような背昂のもとで実施された

ので，商用放送が爆発的な幕明けをする導火線となっ

た。何千という小規慎な店がラジオの製作と販売を始

めた○　しかし，この数多くのラジオ店は間もなく少数

の製造会社に整理統合されていった。

製造会社として残ったものは，AtwaLerKellt，Cros・

ley・DeForest，Federal，FreedEisemann，Fresllman，

GilEiIlan，Grebe・KeJlnedyI Magnavox，Paragol1，

RCA，Tuska，Stewart－Warner，Zenith等であった。

PhHadelphiaBatLeryCompaJlyは，192BfF（昭和3

咋）にPhHcoradioの発売を始めている。

初期の商用と家庭用受信機には，色々な受倍回路が

使用されていた。Blooperと呼ばれた再生回路は，すぐ

にTRF（TuHed－Radio・Freque一一Cy）回路に置き換えら

れていった。TRF回路にはI特許名をNeutrodyHe（ニ

ュートロダイン）というlIaze】［i11e回路も含まれてい

る01930年（昭和5年）には，スーパーヘテロダイン回

路が受信機に幅広く用いられるようになった。それ以

来この回路は受信機の基本的な回路として，今田こ李

っている。

川　スーパーヘテロダイン受信機

1918年（大正7年）に月川は如〃g少佐がスーパーヘ

テロダイン回路を発明した。ヘテロダインの原制服凋

新しいものではなく，無線電信の振幅を増加させる
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自動車ラジオが実現したのは1930年で，Motorola，

CrosIey，Zellith，RCA，PhHcoそれにAutoJnatic

Radio杜がこの分野のパイオニアであった。

1930年には自動車ラジオの販売数は34，000台であっ

たが，1936年（昭和11年）には140万台と急成長してい

る。この自動車ラジオの研究・開発の成果が，そのま

ま第2次大戦中にジープや戦車等に搭載されて戦場を

かけめぐった亜載用軍用無線機の高信頼性へと発展し

ていくのである。

1933年（昭和8年）に，丘．〃．山川油Wg少佐によっ

てFM回路が発明された。

FMは．AMでは悩みの種とされていた空電による

障害が少ないという利点と使用周波数帯域が広いため，

原音を忠実に再生することができた。

FMの欠点は，周波数を幅広く専有する点であった。

そのため，FMバンドとしては高い周波数潤が割当

てらjしたので，短波のように遠距離放送には不利とな

った。19′lO咋（昭fl115咋）にFCC（FederalC。Jm一一ULlica＿

tioHS Commissioll：連邦適僑委月余）は．dZMHz・、5（I

MHzをFMバンドとして割当てた。

1941年末には民放局25局がFM放送をしていて，こ

写真2　カシドラル型キャビネット

ー132－

の放送の受信に40万台のFMラジオが使われていた。

1944年（昭机9年）になって，FCCはFMバンドを

88MHz～108MHzに割当の変更をした。このバンド・

プランは現在でも適用されているものである。

第2次大戦中に近距離通信網として25MHz～75

MHzのFMを使った軍用無線機が大貴に生産使用され

た背景が上記の事実から理解できるであろう。また，

バンド・プランを88～108MIIzに変更割当した理由の

1つは，軍用バンドから民生用バンドを保護する処置

であったことがうかがえる。

それでは，米国における受信機の大農生産の1例と

して，PhilcoCorporationの歩みを見てみよう。

PJlilcoCorporatiollは，1892年の創立時にはHeHos

Electric Co．という名称の小さな会社であった。1906

年にはPhiladelphiaStorageBatteryCo．と名称を変

更した。この社名が示しているように蓄花池と電源l司

路のメーカーであったが，1927年（昭和2年）にACラ

ジオの時代になるや，電源回路の専門メÅヵーとしで

Philcoの名称でラジオの生産に参入し．RCA，Ze11iLh

と亜ぷラジオ製造会社のビッグ3にランクされるまで

に急成長した。

第2次大悦前の不男気時代に，Philcoは有名なBab）

Gralldカシドラル別シリ山ズを写真2のキャビネット

等に入れ，第1表のように生産している。衆と卵3回

については次弓で肝説する。
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第3図　PhiIco ModeL620B

版売されたベスト・セラ「・モデルである。

スーパーヘテロダイン回路を使ったRF1－IF卜

AF2の6球式受信機で，高周波増幅に44を，第1検

波・局部発掛こ77を，中間周波数は260kIIzで中間周波

増幅には44を，第2検波・低周波増幅に75を，電力増

幅に42を使用し，整流には80を使った標準タイプであ

ー134－
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る。シャーシ上の各部晶の配置は放熱を考えた作りに

なっている。

このモデルは，第2次大戦後に日本で普及した5郷

式スーパーヘテロダイン受信機に高周波増幅段が付ル

きれたもので，一般の家庭用ラジオとして米国と12年

以上ものギャップがあったことがわかるであろう。
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界大戦勃発前までに民生用として米国内で販売された

メタル・チューブだけで捕成されたラジオのリストで

ある。

ST菅又は1937年（昭和12年）から製造されたGT

（GlassType：MetalTubeの金属包を外したt，の）管を

混用したラジオの数は表の3倍以上もあった。

前号の第1表は，ラジオの製造会祉名，モデル番乳

使用球数，使用中間周波数，ライン・アップの順に示

している。
’前述したPhilcoRadioは，第2次大戦前までは主に

ST管を使ったラジオを製造・販売していた。

前号の表を見ると，GE，RCA，Zenithはメタル・

チューブを好んで使用していることがわかり，t川瑚周

波数はメーカーによって好みがあったこと，RCAの

普及型には後に規格統一された455kllzの中間周波数が

すでに使われはじめていたことなどが読みとれる。

また，ライン・アップを見ると，一般に普及型は5

球または6球で高周波増幅段のないものが多く，7球

以上は交直両用の型を除いて高周波増幅段が付加され，

球数の多いものの中には中間周波2段増幅のラジオも

あり，低周波段も6F6p．pや6L6p．pのように音楽

鑑Ⅲ用のラジオまで生産されていて，第2次大戦中に

仏如11d h｝▲lr■l叫l一　年岩r＝顎㌻ふて3－
Gll●．　　　　’　　　　　　■■轟t▲－■■■■■■■一一■■‖■・■■●

活躍したスーパー・プロ等の原型をこの中に見ること

ができる。

第1図は，LtllH】周波数に455ltHzを紋日しているRC

AのMode196T3の回路図である。

6球スーパーだが複合管を使っていないので，実質

的には大戦後に日本で清躍した5球スーパーと同じ回

路構成になっているが，【11波，しい短波，短波の3バン

ドが切換スイッチで受信でき，現用のものと同じ糸か

けダイヤル槻偶が腫川されている。

l棚引構成は現在でも通用するもので，50咋i榊こ設計

されたラジオとは信じられないくらい，各郡が吟味さ

れて製作されたラジオであることがわかろう。

ColllIllerCi；11MetalTubeSSetsに使用されているメ

タル・チューブの規格を第1表として示す。

その後に開発，採用さjした電子管の規格等について

は，その那度表示することにしたい。

この項では，米国内外における基礎的な細線通信に

関する発見や発明を基盤として，無線機器の研究，開

発，実用化が自由競争の原理に従って進められたこと，

能動素子としての2極管，3極管そして多極管と電子

管製造技術が1930年代の始めにはほぼ完成して，スー

パーヘテロダイン受信機が大出に生産され，米国内の

第1図　メタルチューブ使用のラジオ
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1861年4月12日に南北戦争（CiviJWar）が勃発した。

米陸軍の兵力は当時16．000名であったが，士官は一

般に各自の出生地の側に付いて戦うことになった。

戦闘期間を通して，北部諸州軍（the Union）は

2．129．000名を，南部連邦軍（the ConEederaly）は約

1，000．000名を動員した。

各地での戦闘を通じて，リーダーシップのあり方，

戦闘規模，技術の進歩に対応することの必要性を身を

もって体験して，米陸軍は近代的な軍事戦略を確立す

るための基礎を得たといえる。

1865年4月9日の戦闘終結後に．北部軍の一部は南

部地域に進駐するとともに，メキシコ国境にも52，000

名を配置した。

1876埠には，陸即の基幹兵力は27，472名に締少され

ていた。

1881咋に指揮官と幕僚の養成のために，Con…land

andGe11eralStaffCollege（指揮泉僚大学校）がFo］－t

LeavellWOrthに設立された。

1898年の米西戦争に際して，陸軍は28，tIUOの兵力を

南部の諸港に配置し，スペイン渦軍の攻撃に備えた○

戦争中に正規軍と義勇軍の総数は281．000糾こ適し

た。

20世紀に入ると，陸軍は旧いシステムを新しいシス

テムに換える近代化の通を歩み始めた。

まず，1903年には軍事戦略，戦術を研究するための

＾rmyWarCol］ege（陸軍大学校）が創立された。

19O5年にはArmySgnaIScIlOOl（陸軍通信軍使）が

開設され，1911年にはFieldArtillerySchool（野戦砲

兵学校）が再開された。

1912年にはMedicalDepartment（医務局）が門編成

され，QuartermasterCorps（補給兵団）が創設され

た。1913年にはSchootofMusketry（小銃射撃の’．f’校）

が設立された。

1914年7月には，Signal■corps（逓信兵団）a）中に

AviatiotlSection（航空部門）が設けられた。

（イ）第1次世界大戦と第2次世界人戦

1914年8月に第1次世界大戦が欧州で勃発したが，

米国は中立を守り，戦争には直接加わらなかった。

1916年にNationalDefense Act（国家防衛法案）が

議会を通過して，平和時の陸軍は士官と曹士を合せて

259，000名と定められた。

1917年4月6日に米国はドイツに対しての開戦を決

定するや，読会は713，000名の動員を決定し，数遇l捌後

にはSeIectiveServiceAct（選抜徴兵制度法案）が議会

を通過して，第1次世界大戦を通じて陸軍は2．810，296

名を徴兵した。

この大戦では各部門に200．000名の士官が必要とされ

たが，陸軍には9，000名弱の現役士官が職務についてい

るだけであった。特に医師，技術者などのスペシャリ
ー138岬

ストが不足していたので，陸軍当局は独自のOllicer

TrainingCamps（士官養成キャンプ）を各地に設置し

て，“90－daywonders”（90日の奇跡）と呼ばれた士官促

成教育を実施した。その他にも，Reserve Officers■

TrainingCorps（予備士官養成兵団）を単科大学と総合

大学に設置して対応することにした。

1917年6月に米国は遠征軍をフランスに前進させ．

1918年1月までに6個師団が派遣された。各師団は

28．000名で構成されていて，連合軍に編入きれた。

師団の構成は，2個連隊で縞成された2個歩兵旅団

と1個野戦砲兵旅団，戦闘工兵1連隊と3個機関銃大

隊，それに業務支援群から成っていた。

第1次大戦中を通して62個師団が米国内で縞成され

そのうちの43個師団がフランスに派遣された。

欧州派遣軍総指揮官はル肋′月耶／血g代将で，フ

ランスに米軍士官のための特殊学校を創立して，欧州

における幕僚組織等を研究させ，士官の教育を実施し

た。

陸軍本部と派遣軍本部（GHQ）は5つの幕僚部門に

分れていた。

5部門とは，G－1（Administration：管理），G－2

（lntelIigence：博幸臥　G－3（Operation：作戦），GT4

（supp】yReplacements：補給整備）とG－5（Traini”g：訓

練）である。

軍団木部と師団本部は，上記のうちの3幕僚部門か

ら成っていた。

幕僚長は，兵科幕僚と技術幕僚，管理幕僚の間の調

和を計るように努めた。

大戦中に米軍は連合軍の山翼としてよく戦かった。

1919年に戦争が終結すると，米陸軍はドイツに駐と

ん部隊を15．000名残して本国に引き上げ，復員が実施

された。同年．米陸軍部隊の一部は連合軍の一発とし

てロシアのシベリア地方に進駐した。

動員が最高潮に連した1918年11月11日の時点で，陸

軍の総兵力は3，710．563名を数えたが，復員が実施され

た結果1920年初頭には正規軍の数は260，000名まで削減

されていた。

1920年に議決された国家防衛法案により，陸軍の編

成はRegularArmy（正規軍），NatiollalGuard（州兵）

とOl・ganizedReserves（予備役）の3本立てと定めら

れた。そのうち，正規軍の兵力は平時においては3（州．川川

名であった。

1917年以降，陸軍の組織は拡大して．AirService（航

空部門），ChemicalWarfareService（化学戦部門）と

FinanceDepartment（財務局）が新設された。

1921年に掩柑肋g将軍が陸軍参謀総長に就任して，

埠卵寺中にフランスで実施した幕僚組織を正式に採用し．

WarPJansDivision（戦争計画局）を新設した。

1920年代には，ArmyWarCollege，ArmylndustriaL
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写真1火花式ポータブル無線電信機

写真2　マルコニ社製野戦砲兵指揮用50W送憎機（1914年）

写真3Connecticut＆E社製SCR－65航空機用送信機（1918年）

写真4　マルコ二社製CA294．（250m～3100m用）受信機（1917年）

このような兵力整備の体制では，第3章第2項で説

明した日本陸軍のように戦争に備えて平時から無線機

等の備蓄をしていては，必要な時に必要な数を構保す

ることは困難であり，効果的とはいえない。

そこで，開戦時には民生用で陸軍の仕様を満足する

無線機等を一時的に採用して，使用しながら改良を加

えて軍用としての必要条件を満した無線機等を創り上

げていくという方法が第2次大戦までは採ってし■1たよ

うである。

もっとも，そのためにはバック・グランドの項で説

明したように，企業間競争により技術レベルが非常に

高く，大量生産に即応できる生産能力を民間企業が持

っていることが必要条件で，しかもその大壁生産され

た無線機群の購入を議会が承認し，国家予算を克則す

るという体制が整っていなければならない。

米国読会は，平時は兵員の増強や兵器等の購入には

消極的だが，非常事態に直面すると思い切った兵員の

増強と予算の重点配分を行って戦いを有利に導くとい

う柔軟性をもっていた。

（ア）第1次世界大戦以前

米国陸軍も各国の陸帯と同様に則設の初期の適†封は

もっぱら伝令によって行われていた。やがて祝号†言弓

が加わり，有線電信・竃誹の時代を迎えることになる。

1832年に米国のS．F．且モ叫スは，フランス超等：から

一140－

ニューヨークへ帰航の船上で電†副幾と電信符弓につい

て着想し，それらを考案した。

その後，符号の改良が重ねられてAmericanMorse

Code（アメリカ式モー／レス符号）が完成した。

1844年にワシントンとボルティモア間に通信用ワイ

ヤが展張されて，モールス符号を用いた有線電信が運

用された。

1846年から1848年のメキシコとの紛争に際して，こ

の実剛ヒされたばかりの有線電信が軍用としても採用

され，運用された。

有線電信は，その後南北戦争，米西戦争と陸軍の主

要通信手段として活躍した。

1895年にマルコ二より無線電信が実用化されると，

米国にも1899年にAmericallMarconiWjrelessTele・

graphCompany（AMWT杜）が設立されて・火花式

無線機の全盛時代を迎えマ′レコニ式無線電信機が米国

陸軍用無線機としても採用された。

写其1は初期の火花式無線機のポータブJレ型で，馬

に引かせて移動する方式がとられていた。

（イ）第1次世界大戦中とそれ以降

1914年8月に第1次世界大槻が勃発した。

無線電信は，当時すでに発展の最終段階に連してい

た火花式無線凰　すなわち送信方式は火花式で，受信

方式は鉱石検波式が各国陸軍で採用されていた。

式1

で．

商′

］

れ■

急j

斗
瑚
p
h
。
射
1
1
椚
日
掛
劇
剥
け
】
一
ノ
≠
：
，

で

　

可

　

　

6

5

－

、

　

　

■

パ

リ

一

　

　

l

　

　

【

一

■

　

　

．

一

　

　

　

l

 

t

 

n

現

送

　

て

　

　

あ

機

R

　

る





BC，SCR共に軍のオーダーにより軍用規格を満

足した機器の順番に従って番尊が付与されているので，

歩兵の携帯用や車両搭載用などの大量に生産され，使

用された型番のものしか一般には知れ渡っていない。

後節に出てくるBCT312，BC－348，BC－779等は

受信機で，BC【191，BC－610等は送信機．BCr611

は送受信機，BC－473はコントロー／レ・ボックス等と，

型番だけで設置場所，種類および用途を見分けること

はできなかった。また，SCR－299／－399はBC－342×

2とBC－610及びアクセサリーを含んだシステムを表

しているが，この場合もBCと同様に設置場所等を型

番から見分けることはできない。

第4段階：

第2次世界大戦が始まると，米国は初めのうちは自

国軍の装備用のみを生産していたが，欧州全域が戦場

となるにおよんで，連合国各国の装備品の生産と補給

を引き受けることとなった。

そこで，各軍種の用途に応じた無線機器を生産する

ことが望ましかったが，多種類になることがさけちれ

ないため共通仕様の機器の採用等を押し進めるなど日

本陸海軍と同じような悩みを味いつつ，結局は多機種

大量生産に進まざるを得なくなり，その結果としてB

Cは2000番台に．SCRも1000番台にとどくようにな

るにおよんで，軍用機器の名称をより合理的にするこ

とに決定し，戦争中にJointArmyNavyNomencla・

tureSystem（陸海軍統合方式又はAN方式と呼ぶ）が導

入されて，BC／SCR方式とAN方式の2種類の表

示がしばらく並行して使用されることとなった。

第5段階：

．AN方式は1942年に制定されて，直ちに適用される

ことになった。AN方式は米国陸海軍の共通仕様であ

る。機器の表示のl文字目でまずInstallation（設置区

分）を示し，2文字目はTypeoEequipment（器材の種

類）を示し，3文字目にPurpose（用途）を示す3英文

字で構成されている。

次に1番から始まる型式番号（セット番号），場合によ

っては一部改装文字（Aから始まる）が付加されるとい

う方式である。

これで一目でどこで使用されている槙器かの判別が

弛れにでもできるように改善された。ただし．無線機

器等の秘匿性のため，周波数帯等の性能要目は名称だ

けでは分らないようにされている。

この命名法は，時代に適合するように一郎改修を重

ねて，現在でも適用されている方式である。

現用のTheJoilltElectronicsDesigtlationSystem

（J ETDS）のうち．米軍用機器命名法を第1表に

示す。

J ETDSによる機器の名称は，第2表のように表

示される。

一142－

第2表の機器の名称付与の最上段には，Con叩lete

（完全なセット）の例としてAN／GRC－26Aが乱

れている。

AN／GRCm26Aとは，第1表からAN

Navy共通仕様のGRC：Ground Radio Receiv

で，型式番号：26を初めて改装：Aした地上設置Jl

受侶システムであることを表している。すなわち，

2次世界大戦中のBC／SCR方式のうらSCR（ミ

テム又はセット）に相当していることが分る。

BCに相当するのは，下段0）C－808／GRC－26

で，GliC－26AのC（Ct州trOt）を表している。また，

の下段のS－69／GRCはGRCのS（Shelter）を責し

いて，この場合にはGRC－26A以外のGlモCにも使

できることを意味している。

．fこで，J ETDSによる名称を，2世代的の横

ゼ換装のため大量に放出されているRェ390A／UR

を例にとって詳しく説明しよう。

この機器の名称は，頭のRがReceiver，次の390は

式番号，Aは改装文字で．URRは機器命名法の蓑

ら，UはUtility：一般用（機上，艦吼地上の2以J：

使用されていること）．RはRadio：無線，次のR

Receiver：受信を意味していることが分る。

上記のことから，URRは地上等で使用する無

受信用で，単独でも又は様々な送信機等と組合せ

きることが分る。R－390AはURRの受信部で，

が390番目に当り，一部改装されていることを示して

る。

ここにいう改装とはよそおいを改めることで，

（欠点を改めてよくすること）とは異ることに注意して

ただきたい。すなわち，R－390AはR－390をグレート

アップした型七はないということである。詳細につ

ては第6章第3項の各機器の項で説明する。

第3表は，JETDSにおけるServiceとOperati

のタイプについての説明である。

表の30F3は，30kHzの帯域幅を持った周波数変

の電話を意味している。

表のような表記法はよく使用されているので，

にされたい。





（ェ）　BC－9－A送受信機

那1次世界大戦小のSClモ（S和胴ICtI■・1）Slh一日（｝）が人

戦後にBC（BasicColnl）0Ile日印こ変型されたいきさつに

ついては前項で説明したが，1924年末には表喝の8C

一一9－八がSignalCorpsに納入された。

木箱入りの歩兵捕縛用送受倍機で，ilニラし辛．称をRa－

dioTransmiuer＆ReceiverSetTypeI3C－9－Aと

いい，回路図は第1図のものである。

巨胴射対の下方にこの機器の運用方法（OIleratil哨

111Sh’uCti（川S）が詳しく記注さ］Lているので，当時の送受

†喜子鞘の運川法の1例として細介する。回路図を見なが

ら読みすすめると解りやすい。

機器運用法

BA－2電池1個を機矧内の電池ボックスに入れ接続

する。バッテリーボックスのBA－2電池2個を機器の

411Ⅴターミナルに接続し，CS－17ケースに入っている

BAu2電池6個を機器の120Vターミナルに接続する。

機器から出ているコードに4V蓄電池を接続する。

この時電池の極性（±）に注意すること。

VTul真空管3本を機掛こ装着する。

バッテリーボックスの接地をしっかりとる。バッテ

リ‾ボックスの上に機器を載せる。両者をしっかり同

定する012（）V用コードのプラグをバッテリ山ボックス

のジャックに接ぐ。

ループアンテナを接続する。接続したらネジを例く

しめること。

フィラメント回路のスイッチをONにする。肌用

（ポテンショメータ）をOFFの位間から時計剛に回

して，ル→プアンテナに指を触れた時に大きなクリッ

ク宵がする桝で止める。これは桓I路が発掘しているこ

とを示している0分圧計をさらに動かすと，他の機灘

に不必要な混信を与え，微弱な到吉信引こも淵言朽

えることになる。

このスタン●バイ状態（貸借状態明こと）の渦別旺

よる混胤は，分圧計を反時計回りに微調整することに

より溺められ，信号を直接受信できる。しかし受信し

た信号の強さは弱くなる。この時プレ≠卜電流計は

0・5～LUmAの問を指す。

窮1図　BC廿9－Aの回指図
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第1次世界大戦紺こまだ高校生だったβ〟Jは，自

作のスパーク送信機を使って20（川lバンドで派手に電

波を発射していたので，ローカルのボストン地区梅

坪通信所の交信に少なからず混信を与えていた。

大戦後にBmはボストンとニューヨーク地区の陶

軍と海兵隊の通信業掛こ従事し，軍川無線機器を操

作して無線機の構成等に興味をもった。

19封年には不況下のシカゴで会社の代理人になっ

たが，この時期にβ〃／は高牲能なアマナユ了川受倍

機の設計に意欲を燃していた。

その成果として，1933叶にはSkyIikkl一というだl

称の受†酎幾を設封し．次いで1935叫こは1くドー1，1

F－2（一般に．馴周波冊隔1段，■州冊披増晰2－削：ALの

受†許慨を通信型という）の5椚kIIzから62m′mzをカバ

ーした11球のスーパーヘテロダイン受信幾　The

S11PerSkyriderを発表した。

この受信機の性能によって，llallicriIflcrs（lIalIト

crartelS：lIalli－gan氏の技抑こよって生れた製品という

恋味）の名前はアマチュアの問で知れわたるようにな

った。

1930咋代は受†詩供も送信機もまだ自作の時代であ

ったが，β〃＝よ剰昌機に次いで価格を帥0ドル以下に

押えたアマチュア用大山力送信機の設計にとりかか

った。100W以下の送信機は現在でも巾販の部品を使

って製作できるが，1nOW以上の大出力送信機には特

注の部品が必要だったので，当時は一都のアマチュ

ァしか大出力電話送信機の運用はしていなかった。

1938咋にPh。ne（A3）とCW（Al）用入力1

帆出力450Wのアマチュア用送信機が完成して，Ii

T▼4（IlaHicraltersTransnlitter－40OW）と名付けられ

た。この送信機は新しいアイデアを色々と取入れ

ていたが，ケースもア′レミ材を使わずに．自動中側

の鉄延べ板を使った独特のもので，この丈夫なケー

スが後に即用に採用さjして．前線で威力を発揮する

ことになった。lIT－4送†言機はアマチュア川として

生雌ラインに乗せらjしていた。

2日941咋（t脚一川隼）8日のある日に，ハリクラフタ

ー字1両一子い緋川β〟りん〟毎仰のところに1人の訊

l甘省があった。諷7り削川柳柾1台しかiFいてい

なかった111、皿′1をゆび指して，その送伯機が即用と

して大甜こ必要なので生産を引受けてくれるように

とたのんだ。その話合により軍用の移動桐送信機と

して正式に採用されたのが有名なBC－61口であるo

BC－6川の原形はllT－4なので，初期のHC－6川

は仝／レど＝1㌧」と同じ外形をしていたが，改装が進

むにつれて原形とは興ったパネル・ピコLL一になって

◆　いった。

BC－610は，第2次世界大戦叫にヨーロッパやア

フリカ戦線で，また太平洋戦線でも大活躍をした0

－146－

BC・・610の本体は，周波数変換にプラグインこり

ルを快川した4ステージの送信機で，水晶片（VFO）

の発掛こGV6を，i互帥封こ6L6を，バッファは8n7×

2で終段のEmac25n′11Ⅰシングルを押していて，変

調はEimac】t肝11Hx2という構成であった。

BC牒1りの本作，スピーチアンプそjLにアンテナ

ナユ山ナから成る送信郡と，BC－3昭受信機2台の

受†調沌紺合せたシステムをSClト299といい，人

戦・H・こlR，00（刷1以卜が生推された。

椚2次人戦前JllT－4の価格は約751Iド／レてあ√－

たが，戦後に13C－6川が余剰物閂として放出された

際に日新．絹，で50日ドルという値がついていて，アマイ

エア無維＝1としても・一・時期使和され，千割こスペアの

郡品研u多くのアマチュアに愛川された。

H Cl紺lHhl∧1（S（MHH川け∧11北山・（川it刷り

恥stelll）川とLr仲川所作の米吊情他て種目はJ＝た

ほか，当昭スペイン師ヤネアにあ一J7こⅠ～ilt1it－ttcl日加●－

ialIうatか軋送周が，1号C」－61（）1二を7即川kllzで州刑

＝力の放送に使川していたように，l胱僅Llト′くの

問H、出力の輔伎放灘，）に手摺川きれていた・，

さて，IiC－6川は酬畔町什伸二ら・酢阻目された

り）で．次にlVlTVNノ′川汀HJり〝砧廿r”／／′」tJ）・溝し

キ紺介すろ。

：！）M∧（；（hlmh里・∧（his川Tl；…tt，叩■l州耶l川川）

・Hとして抑圧lに附l＝していた机遁軋　放榊川C

牒lUと2射lJJSClト399（SClト2附を改良したシ1テ

人で，オペレーション机などといっしょにHC－6日と1！C

－342×2等がシェルターの中にセットされてLlた）を仲川

咋（昭和封咋）に綿園から撤退した米陣叩から引き継

いで保有していた。

1950年6円25日の北鮮軍の侵入時には，SClト399

の1台はソウルと東京問の緊急川j即諾リンクとして

設定されていたので．侵入那態などをこのリンクに

ょって通報することができた。

11alm River憫Hl）の橋が棒破された2日後に，

scR－399は柄の北†酬酢細面で，通日又を多糾こ処

理していた。川の商†則では，もう1台のSCl卜399

が東京との交情を受け持っていた。

その後戦線は拡大し，それにともなってSClト3リ9

とliC－6川は私達といっしょに移動しながら人情紺

をしたわけだが，Taej川l（人川：諏135’N，1274けい

の戦闘では使川中のBC－610の高射日日のナ言オーク

コイルがショートし，その場は批抗を挿入すること

で急場をしのぎ通†引封I潤された。しかし，こび）ナ

ヨークコイルは巻き直しに川してdll元にもどりてく

るまでには2叶もかかった。

また，ある時は1千丁のSCIト3tI9に水ド7ンナナ

を，他のSCIL3倶‖二は耐i＿アンナノを膵粧して，

酬日日Z郎してい川封こ運用したことらあった。
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第1表　ハリクラフター社の受侶概一覧　　　　　　　　　　断りはアマト7無緑川

型式番号 剩ｭ売・生産 年勤：（年） 剋�g数範周（MHz） 

Sr2tlR 冤fHtlLltl・15 冲）．55－4／1．日 

S一一22Ⅰ～ 刄h日日、 凾｢．‖－1．5＆1．7～lH，lI 

S－27 �1！川l－It142 �27 ��CX�s�CX�GD��

S一一∴川 �11日2～川▼1－1 �27．H～143．11 

S－17 �1榊は～ 剴咩冝D（）－21（）．lI 

一一頒一帖† 冤什川～川5！1 �0．55～二il．い 

S一一一軒ト・l引J 剴咩ⅸ一一丹師 刄gト～∫日，lI 

S・－′11 凵zlHri→ 冲L55－二1日．lI 

S一一一51 剞��17～ 凵i上目2～（ト1日5．日∴川5、13．tI 

S一一52 僣H8～ 冲L5・11・牛上目 

S・一・一・5：LA、tJ 剋l・は－1！151I �0．55～1．65、2▲6、二日．日、亜．tト55．ll 

S・・－72．1． 冤tl・坐ト一日155 儡　－　72、日．55L二川．り S ��ﾃs&ﾈ�Fﾄﾈ��蓜ﾅX�i?ｨ��?ｨ�I/3X�ﾃ���CR�

S一一一76、lJ 刧V5tILlリ55 �0．5：掴Ll．佃、l．72～二日．tI 

S－177、八 �1情り・一日情 凾閨DrH・－」111．tl 

S一一的5、LI 剌﨟@、川師 � 桴x6x�X�h�h�Tﾆ��

S・・【拙 � ��SX�ﾅ綿8｣X8｢� ��ｨ�i,ﾘ��自?����I?｢�

S一帥 � ��SX耳自?ｩｦ莓�� 添?�,ﾘ�ﾈ�ﾈ�S��H������Cs(��+�*H+�+X���

S・－1日2 僣Ifili、ltI57 剴冝FLり一一日H．り 

S－1帖 �1！l価、′＝157 �5日．（卜し5・1．tI 

S一一一日け 凵�157－■ 剴冝D51－1．1；：し2．5】、：‡1．町・lトト目し51川 

S一一一日購 凵�15！1－ 剌Y丘闇十一：日．（1 

㌔一一1川 冢Ii卜U 冲ll貼→一日・はり　OIl15ぺ∴日11 

S　11！ 汎�*ﾒ�日頃l � 曝�h鰄�3��H�vﾈ��(�C�fﾓX�CX��X�Cx耳�Vﾆﾈ�8�Fﾂ�

S一一一はtI 冲川吊1－ 剴冝D 鉄��ﾃ��ﾉ?�?ｨ�H.��

SX・－2 ��貭�＝：柑一一 冤L5・ト→日．5 

SX一一Zh 剳t利ト・日日「； � ���S�vC��ﾃ�(�C��｢�

SX一一一かし∧ 冤tl．llLHH・1 � 木�X�X�X耳�X自?ｨ�H���｢�

SX一一・12 � ��?ｨ��友ﾈ�VﾇFﾂ� 店�)fﾘ�S��?｣���

SX∴11 � �?｣x��� 添fﾓSX�I?ｨ���ｦ��GH6y�ﾇH�8.��

SX一一一†軋八、11 � �.ス�ﾃ�(y�ﾂ� 鉄��ﾃ��ﾈ�?｢�

SX　－71，lJ � ��ﾘ6x�VﾇC�SR�日． 兀X6x��?ｨ�I?ｨ�C�{ﾈ�GH6x�ｴﾔﾈ���

SX・「71 � ��S(���lI．5Ll－←■5・1．日 

SX　HH、tI � ��S���?｣W&�� 店�h鰮uﾈ�i?ｨ�H�白�

SX一一一棋1、II 剞�5rr」リ佃 � 添?�,ﾘ耳�X�h�������

SX一一一日m � ��S�6x�R� 添?��ﾈ耳�X耳�i?ｨ��Fﾂ�

SX・川1．∧ � ��Sx�ﾈ�ﾃ�ﾙY�ﾂ� ��ｳ����ﾃ���wIfﾓx�H�C��?ｩfﾘ��Fﾆﾂ�

SX一一 棉Fﾂ� ��X8ｨ�ｸ�ｲ� 哩?�xｨ�X+X���X�8.��

SX一一 ���� ��C�X8ｨ�XvB� ��

SX一日 ��R� 乘���耳爾� ��

ヽ＼＋ ���.�*ﾒ� ��ﾈ��� 冶���ﾃ������x��ﾄ度�fﾆﾆﾆﾆﾃ���ﾃ����������������ｦﾂ�

中叩周波数 （kHz） 劍靖/x廁ｦ����6�8ｸ�｢�儖X��������ﾖﾂ�

．155 剿ﾆ枇�I�ﾄ���$�ｦﾄ���ﾄ迄����?�耳�Stビ�8耳而I�ﾃ��*ﾘ���Vﾆﾉ�ﾄ宥Gh,ﾉ=xｸｩ8ﾘ,Y?��ﾒ�

ltl＝り 剴sH�CS���

5251I 剿ﾇFﾃX�H���ｨ���

52511 劍6ｩXﾓx�CY?｢�

川心1117 剴X8ｨ6ssR�

哺5 剿踪�ｨ�IWﾂ�
叛のtナ■・し■．「．リ 1・2日ざユーく＼・（、l■＝川11右目の車用川町L 

Jn5 劔$��GD迭�
多的JH三一ナ　ノトトり 

‘155 劍�i�ﾈ�CsR���

S－　5二1∧‖1叩lトー1日5ト；て押I．リ5卜JL 

′155 剴)�ﾈ�ｨ�9�ﾄ��

455 剴������CY?｢�

2日75 剴s��ｨ�3Y?｢�
S・・－5二日．日．HHH－日時5てHH．5いいl 

車沌 剴x8ｨ�C��R�

タJ7－‾／し・ス一一バー一一一 さ；一川Ii（／ノ往糾I茂 S・77ノ＼机楼i■こl■川里 
5tI lHn‖ 劍6r�．宮〉 

I5 僣リ．！15 

1㌧ 剿ﾚし怖 

）5 � 儻ﾂ�

50．㌧ lriSll 剴(�VﾇH�ｨ�IWﾂ��5�7X��6ﾘ+X�X8h�ｸ�ﾄﾈ�ﾈ����耳�X爾�

1日．7mノHlr 剴X8ｨ�H���

1日．TMlレ 劔,��9����

沌 凾ｵ 優魔�S▲－5二iJlはi．粧眺 

情 � �8｣R� 

I5 � ��H��� 

1 �� �.�&ﾂ�S－11日litキ・′トHJ二村．竹い1－ 

・rlf汀 劔tlh ��

55 � ��I?ｩ?｢�Xlillソイ′Lダ什 

llJ． ��SR���醐 �*��

155 � ��SWD��ナiX　－：用人　コご！．lHll■JL 〝　11川川Ilく・・ln．八州（7 

n 綿���275．川l 冤J　SX一　郎（′）伎拙植 

1日 ��t＋十 ��．5日 免ﾂ�

IU ��レ ��．5tI �6x���5(�H-d���ｨ自?�?ｩ�ﾘ�I�ﾆﾈ*&ﾂ�

〝　HXli二日　　　州2．川＝几 

㌧ l �� ��CVﾄ��JJ　タ■‾ナ‾IL1L・′く・・－ 

1 �� 豫8鰄��ﾄ����������ﾆﾂ�ｦﾈ�h�Vﾈ�W$咽&ﾈ��+#s�fﾖﾉ�ﾂ�

r■ 21I7 � ��．日日 �4���6ﾘ6��C��X6ﾘ��耳耳爾�

lm 剪�竹 譜��fﾘ�蹈､ﾈ4頷��

h（仁n � ��ﾆﾂ�ク■‾7廿1－・′、一・一 

7ri ！l＝ 劔?ｩ?｢�〝　いく　1日日出＝昭一川I目し 

トト � 免ﾄr�＼†エー仁／イ′しタ什 

㍉ �� �#x8ｨ�CY?｢��5����H����､ﾃ��ﾈ�ﾈ�ﾈ��耳爾�

l ��h丹i日日 凵_lこ】仁／いL夕日、タイ・′1∴1－－ノ1 

lriL � 綿5ﾈ�Vﾆﾄ姪�����(���?ｩ�)mｨ��6ﾖﾄ��I?ｩ?ｨ���6x6x.��
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第1表　BCNumber表

BC　Number ��W'��6R�8*艷ﾆﾇ(���｣��ﾘf��BCNumber ��W'��6R�ﾈ*ﾖV6V擁*ﾈ�ﾈ������V���6ﾖ棉GFﾆﾈ�3���+Y?��ﾃ�?ｨ�8*ﾘ�ｦﾆﾆ��%��9�ﾃ�G(�'Fﾈ�h�舶��ﾈ�坊6GfW"�&ﾆﾇ&�ﾆﾈｬ9{ﾉ?ｩ*ﾂ�ﾆﾆﾈ�3���#���ﾄ宥B�9�ﾃ�G&ﾉ?�免ﾆ��舶��

tiC－47－1∧ llC－1：柑 

186 幽8&V6V庸W"�－49（i∧ 

1187 膝)�c�3���免ﾆW"�l川2 

・l開 ��一・603 脚張品．Ⅰ，爪． 

－1約八 �&V6V庸W"�

－1唖錆 ��c���&�Fﾅ6ﾖ班H��/2�－（川5 

－2IIA～M 杷ﾈ�VY$�FVﾆﾄ7磐X*�"�一一6日6 

rH∧ �+Y�ﾈ�(�UT這G��（il川ト・・t 膝&貳ﾅ4ﾖ友ﾆﾂ�粕�6貶�(ﾊﾂ�ﾆ友ｶﾈ�R�ﾔф這�ﾈ���

－221 �6��VW&ﾄ�ﾆﾄ7磐VﾆVﾈ�ﾂ�611八人F 61′㌫F ��ｶ6WfW(��&ﾆﾇ"�

・・223 ���ﾈ�g(ｸｦﾅ6ﾆﾆﾆ友ﾆVﾈ�R��6ﾈ�&U�6ﾆﾈ�③�

2封ド．K �&V6V�,W"�－62（出川 幽*ﾖV6GfVﾈ5ﾈ���

22！？ ��ｨ*ﾘ,x*ﾙ?�V綿�U�ﾈ���624∧ 鳩�6H���Vﾂ� ��

封lり∧ ��・（；25∧ 膝&ﾖﾄ���� 唯�

二iOG ‥日朝÷青 二伸tCへG ：！291．． －3二輪詫kく ・封り ■封結晶 一一3ィ141） ・：哩描．．ミ ニ描7 －3751二 ・一：！761ミ 車”Ill r′129 右用 木12∧ 川∧Ⅰ■ilr ．化（I 哺l 情二1八．11 ���ﾆﾆWFﾖ�GFﾖ綿ﾔ��6：IH∧ 棉&ﾈ,Y$�ﾈ*貭�yhteL什 

RPCei＼7円‾ 塗�hｫ����lくrC（、iVe ��

lくeC仁一il・・門▼ �ｨ璽h�I�ﾈ���rr；1日Stl 棉H�ﾇ"�

TratlSHliHel▲ ��ﾃc�R�lそぐl：eiv ��X���1－HHSMiHeI■ 

11用ttSmjttet・ ��Y�(���Rpcrh・（ �� 

∧ml）日rier（；l‾。Ltl） 冢ｸ6ｦﾈ���TraHSmiHel‾ 

ReCPiver ��ScSH���Hpcei＼・er／Tra‖SIlliuel・ 

lそeceivel‾ ��ﾃcW&����TrmlSHitler 

Receilでr ��3i梔�ﾂ�IそぐCeilで「／ 凵En＝S…iH（1l・ 

llll円1）h日日e■Ail車 田cr�Il止pl‾1山川1e∧ml）、 

Tl■iMS111ilter ��ﾈﾝx.��1く亡。eiv �����ﾇG&盤4ﾖ免ﾉe8�S����

TCStUsc川ahJr ��ﾈ�傲�9J｢�lleぐeiv ��

rlll・iltlSm山er ��ﾃi�S����THmStl 牝ﾄﾉ/2�

1くecei＼・Pr ��ﾃh�YH��1、1‾州1St �?�?��

Fl・＝半忙目しyMCtCl■ 吐x."�Iくe（二eiV ��X����hufﾆﾅ4�FﾇFﾆﾈ�R�

∧lllC＝llillそぐtily 都(�2�▼ ��

rIlraHSmitler 都(鈴Jｨ�D2�ll（さCt，i＼7 免ﾂ�

し川11日）HiOX 都'D�� 

し川lけりHi（lX 都3"�C（川l川IHりX 

l〈ect1ivビr 都9?����tくpcei＼′er 

′n－1八日 相5八．ti 胴6 ．157 －・t醐 哺9 �&T5�綿�X�T��2�7婿 免ｶ6V庸W(�ﾂ����ﾆ�ﾆﾅ7C��犯ﾆW"�

lくe（：eilr（・tt・ 都s�����ﾄ2�lhCPh・・er′ 冤’r；ll15日lillぐr 

Nlり〔hlhtI）t▲ 都x���ｩJｨ�4��Rerdvel・ � 

1－1・；ltlStllhlぐt’ 度励s���lくerCiヽでtl 

THmSIllitler 砺h�c��tくeeei＼・er／TtaIlM11ilter 

Tt・a11Smitler ��ﾃyF�Jｨ�6ﾆﾂ�lerPh・・t汀 

47二号11 �+Y�ﾃ�?･EVﾄ���tmlilミ 播��fY$����tlCyMetpr 

ー150－

Purpose

1、m11引llitlpI‾

■ltll川棚tJr‖【

し川11mllI（1X

∧tllmlmrlltt川1哨IJl1it

Rl、（でivPr

1くぐぐeivぐr

■lri111日mitlf1t

l erchでI－
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第1表　SC R Number表

SCR　Number 偃Ywhﾕﾉ�ﾈｴ�ｮﾙ9��

SCR－1731A－Vl： 売3����6ﾄ┴耳璽sr�

－177Il 妊8�ﾃ����4粕8耳璽3C"�

－17R －188∧ 妊8�ﾃ�ド�6�8耳璽�ベ�B�

liC－188 

1号CL・191，RC－：り　－C 

1－E－75 

－193 薄�8�S�¥ｨ�4�8耳耳�d��

－194 日5 211 24廿日・ �(�����ﾈ�ﾃ�B�

〝　　　　　　　　　川二川咋型 

F－■qIleHCy　Mekr　Se【 

I圧二・・川（帆　R－27・Hl，C／lrⅠ日そ， 

R八・別八 

2′15 ��������Fﾅ6ﾖ粕��#(��X�C#V�葎�B�

l王C　3√12 

・268 －269（．； 一一27・覧一亡も∧ 271八，M 」274N ・2R4∧ 綿8(�vﾇ&�"�

Ihdo　Cn…IJ耶S 

Radal‾　　　　　　　日日】年製 

HC153，一昭′1，155，－婿6， 

HC　婿7，・・458，昭9 

liCー65．lA 

一・2R8 免ﾄ8��CsH���

2（拍 1号し：－6ln，HC：142 

－30II∧ 免�8�ﾃ��?､��������������(ﾞ��ｲ�

・・399∧ 免�8��y?ｩw��ET8��i?ｦ��

DC・一別2 

1－4！）9∧ ��茯���������������������������

J／ 

・∠拍！lC 免�8��fﾔ��5(�h*I�h����I?ｩ?ｨ*ﾘ�2�

liC　61イl 

・5∩3∧ ��
暮．うC－973八，HC一日）旧∧ 

506∧ 薄�8�X�ScS)Jｨ�8���������ｩ�ﾉD��ｲ�
【！C一一653∧ 

一一引用 免ﾄ8�ﾈ耳��諟�4�6ﾉ�ﾈ�ﾃ��

5「用 免畔�cc&ﾈ�D��

・・・51Il∧ 511∧，I！ ��茲���h+X�cs�X���｣做)K凛"�

515∧ ��⑨*H���

S C R Number

S C R　522

57円∧，11

5Rイ八，Il

6【12∧，1、6

608A

6り9八，13

6川八，H

］152－

主要捕成機器等

HC GZイ八，IH二　625∧

目し　6服，1－1：－94∧

HC－6†）3，BC GM

HC－6り3，【！（二　604

HC－624八，l！（ニー625人

Tla日印1柚krl．甜ノし　▼55hlIIz

Receiver　　　　　　　／／

liC　655八，Ⅰ－1仁155∧

lH二　778八へノlミ

liC　728∧

liC　川糾，llC　川82

l C　醐3八，HC　6別∧

SCIモ　5鋸，IlC－611．

BC－721

liC－t沌9八，Iモ八　日∧

IjClZf札　R∧　61∧

BC1335　　　　1914言下製

MirleI）pIpctnr Spt

HC t消3八，Ⅰ＝二　帆1∧

R　ノ／T

IiC13nG，P R　237

liC　7朋，lて∧　94∧

目し　923八，HC　り24八

日　　　　　　　　．Il





（6）　ラインアップ：

VT138－Ⅴ11－137－VT一日6×2

（7）所要電源：24V UC，M朝血血tりrに川．射ノて

いるDyllall10tUr DM－33を恍川して

6【InV DC　2（仙11八を得る

（8）寸法：5×7XlZインチ

（9）　取損．：12ポンド

（ltり　その他：BC－451Co11日・（11130Xを恍川

回路牒‥右窮1図を参照

日．BC－474　Receiver／TrallSmilLer

（1）用途：歩兵供澤用

（2）相宿腔郡：20km以内

（3）周波秋和l用：23りOkIIzへ65川日くIIz

（4）送橋川ノ」：∧1　41V，∧3　2117

方式：－ト剰辰

（5）　バンド数：1バンド

（61申l糊甘披机：′1551（‖Z

（7）受†訂／J式：ス∵】パー一一′、7日ダイン

ⅠくドトlF】　∧ド2

日）　ラ　仁／アップ：

耳目：1N5（；11／／／（；－】八7（；rll：∧糾　rlt

HH＿川G1、

送†iF：liV（i（；1㌦／（；－riVfi（；1、／／（；

（iVG（；1㌧′ノ（；

（リ）j朝一粧l摘草：

堂†右1．5V　りCと9（IV　目し二転′．加地

沃†．i：（；N一小I八，I】＝（l脚lCt－ilL（）ll（J二いけ己・．ほ

冊1

（日日　そ叫他：ノ二／日二f．川州．肺門二′卜一ト1二35ノ

イ」一トのカーンンヤー1ドイでキ併用

12．11C　一日3　Rp（二Pi＼▼（－l・

（1）川凄二世lJ川】

（2）周披数職囲：2日．りMIIzへ2！）．7M‖Z

（3）　バンド数二1りcllプリヒット

（′日　中けり周推叛：2．rnⅣ‖Iz

（5）ノバ㌧：スーパーー′、ブ日夕イン

Rlr1－－トド2　∧ド2

（G）　モー一一ド　Fhl

（7）所郡に源：12／21Vl）C，T）M3日）yrtam（ト

lM▲で22r）V l）C　糾）In八を得る

（8）寸法：lj・1／2×6・3／り×12・1／Z rンナ

（9）　狙量：′川ポンド

13．1＿圧：1日　111・nl1Smittel－

（1）川途：車可削1j

（2）通信冊難：2川川lu卜

（3）周波数稲川：20．仙川Zへ－2‡Lm′111Z

（4）送隔日リノ：F3　3mⅤ

方式：水晶発振

（5）バンド数：1日cllプリセット

（6）ラrンアップ：162・1－－川19－－相川－lr川卜1619

（7）所要電源：12／ZdVl）C，1）M－35日叩‖1（卜

lりI■で625V DC　2251†1八を得ろ

用）こ＝ノ∴川・り2×＝・り2Xlり・ニ行d rンナ

（！））的Flを：（it）ポンド

日．15しニー6101、Ⅰ一atlSmitlel一

（1）川途：野晒粥川

（2）；削珊灘：2川）りhHH卜

（3）周波数抱囲：2mIOlくIIzへl鮒川畑llz

（4）送信出力：∧1′川爪V、∧3　馴†削′

方式：水．㍑また十仁巨野幌

（5）バンド数：3（・11プリトソト

（（；）ラrン7、ソプ：GV（ト（iI．G　酬7×2　打侶‖l

lうC一日12八二‡X Z一　川りTlIメ2

（7）所要電源：115／220V AC　50／60Hz ZkW

（8）寸法：40×22×33インチ

（9）重量：400ポンド

第1図　BC－455の回路図

鵠昔「　　告墨一　　　　　昔詔州．笥器㌍P‰鵠？SC　IUP－OAMP 
t 】 56 2r 劔� � ����(�ﾇﾈ�����48���ﾂ�劔儲1儒恥憾。2，V8蔓 劔劔劔劔劔��

T ���� ���/�)ｩKﾈ荿�Y����ﾈ�ﾎ��劔劔劔�/8ﾊ�6x�ｹ_h�5c"�

Vl C2 �32�凉��(�����b�剩ﾃ"���� 氾B�し5 � � 鳴�班"�6ﾈﾝr�#稗�Cけ　　ト 剪�2 ���S�ｬ3����劍併Xﾒ�-���ﾂ�� ��　SEEMlt6 ††3 211 

し3 泥b�劔��2�3B�劔劔僂r 

l Rl ��劔�"�ﾒ�R�C8 円C的 T 剪�G ��ロ �+Sb��� 犯Tﾃ��&ﾆﾅ｢�B�� 氾��+S���3#B�B�冤l lt ll 冫】 l⊃＝ 披��ｸ���免ﾄr�ﾆﾂ�ﾆﾆ33R�

C？5 T 劔���B�33���

GH 迭��� ��ｲ���c��ｴ3t2�冂TA⊥胃6　C餌T 劔剪�l⊥ �8ｫ��兔hvｲ��3(�R��'CR�僂15C　Rけ　R16 劔 ��．V 剴� 

JI 杯�狽�7�薤"��� � 剪���劔 �3�dｦﾂ�

LLIN ��劔l　　　　l 劔剳#����劔劔 ��� ��ｲ�

RT 劔劔劍ﾘC����劔 ��

＋ 劔 劔劔劔劍����B�ﾂ���� � 班B�剴B�十代V � 播ﾂ�ｷx���

LV 劔 劔劔劔剿ﾂ���� � 唐�劔��

】IS 劔劔劔劔剪�l ��� � 偖ﾅ45),���Jy)ｩ�ｨ�迭�

剛 劔釘�2��b�

＼ 劔劔劔劔劔�6ﾃd2��ｴﾅb�刹�｡ H J2十日・ 劍+S�R�z�8�cc�8+9�8��儚22 CWOS S帆IT－ し川E 劔Jヨ lN ONTR N【 

一154－





第1表　SCR－274N主要構成品等一覧表

M刷tary 宥FVﾔ��ﾖR�琶�8�8�fV�7�&�(＇R����番��ｨ���IF kHヱ） �6V�2�8ﾈ���｢�Select． 3dB �b���D"�Pow訂 ln（W） ���E(�D2��"�Remarks 

ame ��覆� �� �� �h+r�S��B�s�迭� 

BC－442 ��蹐��&Vﾆ����� ��

－450 �6�G&�&���� �� �� 册CelVer 

Transmitter 
－451 幡ﾂ��� �� �� 

－453 －454 ������ �� �� �� RecelVer �0． ��C�R�7 都R�1盲．5 24．2 ��7595 ��

′▲－J Jl � �#�3��8 涛����7596 ��

－455 �����耳爾�IJ � ��● �� ��7591 ��

に ����‾　〇 枇��V�D�"��� �� ��88 都c3"� 

－457 －458 ����ﾈ�ﾈ���
TransI 蒙ﾇGFW"�53　－70 �� �� 涛��7633 ��

Jl � �� �� 涛��7634 ��

－459 幡ﾂ�度�C����ﾃ��C��

7043 滅&V6V庸W"�
－473 －496 ���� �� �� 
ControIBox lJ � �� �� ��6546 �(����x��

89 �� －696 膝&��6ﾖ宥FW"��8�C�����H�C�� 

llF＆VliFTransI11iuer －938 
ControIBox � 亊�里� �� �� ��

－、－・ 
－9 傍6VﾅfW"���239 唐�29 滴�C�� �� 

－946 －950 牝｢����CS(�ﾃ��CR�������Sb�

Transmitter 剪� �� �� �#S�cc�ﾔ���&V6V庸W%W6X�｢�

DM－　32 濡匁�ﾖ��"��� �� �� 都3S��

5168 鉄sUc�d�ﾆﾄ��膝&��6ﾖ宥FW%W6X�｢�
－　33 幡ﾂ��� �� �� 

7537 �5&V6V庸W"�
FT－220 ���� �� aC � �� �� ��7060 幡ﾂ�����(���ﾂ�

－221 磐�蹌���

－222 牝｢��� �� �� 都�SB�s�S��S�#��ControIBox，3ccelVer Modulator 2Transmitter 

－225 免ﾂ��� �� �� 

－226 十227 ��2�ﾖ�蹌��� �� �� 都�c"�s��2�s�Sb�cC32�Jl ControIBox．Transn1itter AntenIlaRelay Adaptor，LandSystem 

－228 幡ﾂ��� �� �� 

－229 ��X�ﾂ��� �� �� 

－230 －231 �&Vﾖ�'D6�G&���� �� �� 

Moullt � �� �� ��7059 7061 7509 滅&V6V庸W"�h�5G&�&ﾅ6ﾖ宥FW"�x�&V6V庸W"�

－232 牝｢��� �� �� 

¶233 ���� �� �� aC � �� �� ��7507 ��

－234 牝���� �� �� 價JTransInltとer ControIBox，1Receiver 

t � �� �� ��7053 －235 －240 微V��ｨ�ﾂ��� �� �� 田�3��cC3B�J12　〝 Adaptor，LandSystem 

－260 犯�6����G&���� �� �� 都�c2�3Transmitter 

－262 微V蹌��� �� �� 鉄����4Rece，iver 

－264 ��2�ｨ����� �� �� 都c3��3Transmitter 

－276 ���� �� �� 鉄����2Receiver 

lJ � �� －277 挽�t �� �� �� 鉄c澱�4　Jl 

Ou11 � �� �� ��5694 �$､｢��F��F�(�4ﾆ�襴7�7FVﾒ�

－279 ��貭��� ��

Power．Control 　Rk � �� �� �� 
－310 剪� �� �� 田����4Transmitter 

－331 ��2�ﾘ��B��� �� �� 都�cB�J／ 

－332． ������ﾘ��X�ﾇB��� �� �� 都3c��ReceiverTest 

I－84A 　A 妨FR�rnl JI �� �� �� 都S�r�TraIISmitterTest 

－　85 ��H��B��� �� �� 田3Sr�forTuningShaft 

MC－211 ����"�H�c��塗�C��ﾃ��C��3��ﾃc�� �� �� 田�SB�forControIBox 

－212 ��la lJ � �� �� 田�S2�lJ 

－213 －14 筈｢��������SR� �� �� 田�S��Jl 

2 －215 －237 ��Kit �� �� �� 田�S��TuningShaft 

Knob � �� �� ��6743 犯�6�ﾅGV譁誡�
－415 認��ﾂ����CS(�X����CR� �� �� 田�S"�EorControIBox UsedwithL∝alControIAdaptor 

PL－192 RC－54A 夫�&VE�ﾇVr�FW7E6WH�ﾇU���� �� �� 田sビ�

■ ��7918 �&V6V庸W"�

－　55A 牝｢���l �� �� 都����Transmitter 

－156－





㈱　受信方式：スーパーヘテロダイン

RF1－I F2－AF2

拍）ラインアップ：

受倍：955－7H7－711ト7H7－7E6m

955

7H7Ⅶ7E6－7F7－7F7

送信：7F7－6F611●E－316A

7F7－6F6

（10）所要電源：内儀のDynamot。rによる

仙　寸法：llX6・1／4×14インチ

（12）重度：20ポンド

22．BC－652　Receiver

BC－652はSCR－506システムの受倍郡で．lOOkHz

と20kHzのマーカーでダイヤルの校正を行っている。

（1）用途：車載用

（2）周波数範囲：2000kHz～6000kHz

（3）バンド数：2バンド

（4）中間周波数：915kHz

r5）方式：スーパーヘテロダイン

RF1－I F3hAF2

三慧言諾慧誓Kト12C8‾12SKト
12K8－12SR7－6Y6G

（7）所要電源：DM－40A（入力14VDC5A）又は

DM－41A（入力28VDC2．5A）によ

り172V DC138mJlを得る

23．BC－653　Transmitter

BC－653はSCR－506システムの送信部で，FT－253

A Mountingにセットして使用する。

（1）用途：卓載用

（封　通信距離：500km以上

（3）周波数範囲：2000kHz～4500kHz

（4）送信出力：A1901V，A3　25W

方式：主発振

（5）バンド数：4バンド

（6）ラインアップ‥1613叫807「814X2

1613

（7）所要電源‥12VDC42Aまたは24VDC30A

（8）重量：BC－652と合せて約400ポンド

（9）その他：アンテナには，MP－37ペ1スとMS－

49～MSう3マストを使用

24・BC－654　Receiver／Transmitter

（11用途：車載用

（2）通信距離：100皿以上

（3）周波数範囲：3800kHz、580仙朋Z

（4）送信出力：A120W．A310W

方式：主発振

－158－

（5）バンド数：1バンド

（61中間周波数：455kHz

（7）受信方式：スーパーヘテロダイン

RFl－I F2－AF2

（8）ラインアップ：

受信：VT－146－VT－147－V．T146－

VT－‖6TVT－223hVTん221

VT－221

送‖：VT221－VT221qVT－225X2

VTl～Zl VT221

（9）酢断馴房：PE－lI）3＾と6／12V Vibrator

LhliL

（ln）その他‥内蔵101）kr－Z丸箔桝こより周波数校正

25・BC669　Receiver／Transmitter

BC－669は・閥走用として運用する喝合は30マイル，′

車載用として運用する甥合には15マイルと交信可能

なように設計された送受倍機である。

（1）周途：固定および車載用

（2）通信距碓：5皿鳳以上

刷　周波数範囲：1680kHz～吊50kHz

（4．送信出力：A145W，A2，A3　25W

方式：水晶または主発振

（5）バンド致：6chプリセット

（6）【印す周波数：455kHz

（7）受信方式：スーパーヘテロダイン

RFl¶r F2－AFl

（8）ラインアップ：

受信：6SK7－6SA7－6SK7－6SK7

6H6－6K6　　　　　　　　6■J5

送信：6L6→6L6叫807×2

12J5→6L6‰6L6×2

（9）所要電源：PE－110，115VAC　60Hz

（川）寸法：18X21×13インチ

日か　最適：150ポンド

（12）その他：遠隔操作にはRⅣト21CorltrOI B口X

を使用

26・BC－715　Receiver／Transmitter

BCu7‘15はJIorsey－Talkyという愛称て呼ばれてい

た′卜型の携ノ帯用トランシーバである。

（1）用途：歩兵携滞用

（Z）通信距離：1りkm以内

（3）周波数帯摺：20OPkrIz、6川kHz

（4）送信出力：A3　11V

方式：水晶発振

（5）バンド数；Tuni哨Unitの交換による

（6）中間周波数：。155kHz

（7）貿†言方式：スー′モーへテロダイン

RF1－1FlqAFZ

丁





27．BCm683　Receh▼er／BC－6銅　Transmitter

BC－683とBC－684は，SCR山608AまたはSCR

－628Aシステムの受信部と送信部を形成している。

（1）用途：車載用

（2）通信距離：20km以上

（3）周波数範囲：27．抽IHzへ38．抽IHz

（4）送信出力：F3　2011’（frequenc）T deviation4O

kHz）

方式：水晶発振

（5）バンド数：10ch　プリセット

（6）中間樗波数：2．65MHz

（7）受信方式：スーパーヘテロダイン

R Fl－I F2－AF2

（8）　ラインアップ：

受信：6AC7什6AC7T12SG7－12SG7皿

6AC7－6r16T6SLト6V6GT

6S L7

（9）所要電源：DM－3412V DC　24Aまたは

DML36　24V DC　14A

（10）その他：水晶片　375kHz～540．277kHzを72逓

倍して使用

28．BC－728　Receiver

（1）用途：携帯または車載用

（2）周波数範囲：20UOkHz、6州OkHz

（3）バンド敷：4バンド4chプリセット

（4）中間周波数：455kHz

（5）方式：スーパーヘテロダイン

RFlql Fl－AF2

（6）　ラインアップ：

VTL173－VTT171uVT－173rVTA172什

VT－174

VT－174

（7）所要屯源：BBL54＾とVibrator Unit

川）その他：AN－75∧lVh巾A11telHlaを使用

29．BC¶733　Receil・er

BC－733は，航空機が着陸する際に滑走路上に正確

に誘導されるように航空櫓に搭載して使用する航法用

の受信横である。

（1）開途：航空機搭載開

（2）周波数範囲：108．3MHzへ110．3MHz

（3）バンド数：6chプリセット（水晶片による）

い日　中間周波数：6．9h什Iz

（5）方式：スーパーヘテロダイン

R F1－1F2－A F2

717A－717A叫12崇崇訂2崇…］
12AH7【717A

（7）所要電源：DM－53AZ12V DCまたは，

DM－53　2小V DCにより2201r

DC　80mAを得る

（8）寸法：13・1／′2×5×7インチ

（9）重畳：17ポンド

（lO）その他：BC－732ControI Boxにより遠隔操

作可，AS－27A Rams Horn Antennaを使用

30．BC－779／BC－794／BClOO4　Receivers

Hammarlund社のSuper Pro受信鰍ま，民生用とし

て1920年代に設計，製作されSP－10シリーズとして発

売された。続いてSP－1】0シリーズが開発された。

1938年にはSP－200が，次いでSP－210シリーズが

開発され，発売されるようになった。

SP－200とSP－210シリーズは，第2次大敵中に軍

用として採用され，軒1表の軍用／民生用モデルの対

比のような名称が付与されて，1943年には各部隊に配

筒きれていた。

BC－779／BC－794／BC－10桐の各受信織は，大暇

を通じて世界中の職場等で使用された。特にBC－779

Bは周波教範闊が師闇司令部通伯網等の軍事用途に通

していたためもあって，他の2穐櫛と比較して大童勘こ

生存され，使用されナふ

職後は余剰物鞍として民間に放潮されて，放送局や

第1図　Rad－O ReceiverBC－779－B block diagram
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321iC－969　Receiver

H）用途二回定または車載用

（2）周波数範囲：15kHz～150kfIz

（ニ】）バンド数：3バンド

伸し　申開周波数：455kHz

（5）方式：スーパーヘテロダイン

RF1－1F2－A F2

（6）ラインアップ：

12SK7－12SA7－12SK7－12Slく7

12JLoD3　12打

：≡芸里謡Qト12A6

コ

一162「

（7）所要電源：AIく－61AまたはPE－W223，12V n

C2Aと250V IJC12仙11八を得る

（8）その他：L3FO，Noise Limiuer，Xta】FjJter，

TtmillglIldicaLor付，なお発振回路の

安定のためVR Ttlbe（003）を使

用

331iClOO（）1くeceiver／Transmitter

BC－100口は，SClト301）Aシステムの主構成品であ

る。歩兵等が1人で背負って運用できるように設引き

Jしていて，班粥川トランシーーバ→として人跡こ†鮒ほ

れた。
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（2）沌†珊潤作二1川沌mu＿卜

（ニi）周波数範囲：15（州くflz～1（）り00kHz

（′1）送信日ノノ：几175W，∧3　5‥W

力式：水t桔または二i二発振

（5）バンド数：d cllプリセット

（（i）ラrンアップ：6IJG－】61．6－807
1

807×2

（7）川は用痛打115／230V AC5り／6（IHz，

高電圧整流・5Z3，Vlト15日，

Rlく．－60×2

（8）寸法：肌い1／2×18×30インチ

（9）窮境：411ポンド

（州　その他：RM－40　ReH－OtOCollt一一ol＆∧mpト

ifierを付加することにより，電話線を

締出した通信（Pl－棚ePatch）が珊私

1てM一朝は増幅，拒流に6J5×2，

81）XJを使川，寸法はln×14×13・1／

2インチ，乳量は帥ポンドでカーボン．

マイクを使用する。

37IiC－1206　Receivelt

l圧ニー12川江上，航空御伽川】として言鋸ほれたど九二二丁

ン′鋸潤である。回路図は窮1回を参照

（1）川途：航空機搭租l】

（2）周波数穐囲：20仙Hzへ40川くIIz

（3）バンド数：1バンド

川【中間周波数：135kHz

（5）ノ持し：スーパーヘテロダイン

Ⅰミド1－－I Fl－∧172

（6）ラヤンアップ：

HA7一一一日J7m14∧7－－－1′＝く7－281川

（7）所野屯源：2RV DC（川削Il1－－ls，Phlcs）

は）寸法：′lx d）く6・5／Rインイ

（別　れIit：（iポンド

38　HC1333Ⅰ‡ecpi＼7Pl・

HC－1333は，航空機畔馴膵システムの1って，航空

機構職川のマーカービ一一コン登信脚立守，る。他卜のマ

ーカービ憮コン局が入感すると，受信機に内蔵された

リレーがONになり，表面バネ′レのライトが点什⇒‾ろ。

（1）用途：航空機搭載川

（2）周波数範囲：7仙川zl呵最

（3）バンド数：トバンド

（4）方式二ストレート受信機

高岡押印吼　グリッド倹泄1什叩胴射削肩

（5）ラインアップ：6SIけ－GS L7－　はSN7

（6）所要電源：24V lJC

（7）寸法：3×5・1／2×5・1／2インチ

（R）弔鼎：3ポンド

－164－

3tI UC－13351ipceivel▼／TⅢllSlll山刊・

（1）川途：車可削り

（2）通†郡醐作：1仙両以下

（封　柑数範囲：27．りMIIz～38．仙川Z

（4）送†封lUJ：FM HV

ノブ式：水ポー発掘

（5）バンド数：送受†捌く．肘‡の交他による

2chプリセット

（6）中間周波

（7）受像方式 ¢RF21　F2－AFl

：4．3MIIz

スパ一一へテlJダヤン

（剛　ラインア、み：

受信：lL小mlL小一lR－　目上11ノト一一日．1

3（吊▲一lLd

送僧：3（トト3A5¶3∧5－3∧5×2

嘲　所栗電源：6VまたはlZV　目し，HA－7り

Vi－bl－ah）【■と（＿Hj3により安歳三化され

た9りV UCを得る

（10）その他：Wlli【）∧111et冊／ト17カーボンてイクを　　　　．．
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C　フランスとの抗争

がノブ海とその他の海域での米田船舶の無謀な活動

が原因であるフランスとの宣戦布告無さ戦争は，米田

側の有利なうちに終結した。当時，仏国海軍はフラン

ス革命によって，劣悪な士気喪失にみまわれてい7㌦

新興米国海軍は，早期に5蛸を数える程に拡張十

米国海域におけるフランスの巡洋艦と私掠船を追い払

い，三田虚を有利に処理することができた。

そのため．カリブ海海域は米国の海運業にとって，

新興海軍の維持経費よりも海上保険料の出門のほうが

安上がりになるほど安全になっていた。

フランスとの抗争が終結し，専門的海軍を支持した

連邦主義者の力／川∴A止川昭に代わって，Tん0川〟5カー

劇作ロ′－が大統制こ就任した1801年早々，誕生間もない

海罪は批判にさらされることとなった。しかし，ノ1南川5

と5わddgr′は，連邦主義勢力の強かった最後の時州

に，海軍にとって必要なできるだけのことを実施して

いた。

まず沿岸施設として6個所の海軍工廠用地が購入さ

れ，恒久基地用の施設が設置された。

設置場所は，ニューハンプシャ→一州Portsmouth（メ

ィン州Kittery），マサチューセッツ州Boston

（Charles［own），ニューヨーク州New York（f3roo・

klyn），ペンシルバニア州Philadelphia，ワシントン

D．CおよびヴァNジ二ア州Norfolk（Gosport）の6

地区であった。

その他にも，より徹底的な削減策に先んじて，Adams

とSt。ddertは1ダースのみのフリゲート艦の海軍に削

減された1801年の平和確立時に，艦船の半数が現役に

止まれるように処理していた。

d　トリポリ戦争

バーバリー海賊は，この時にも瀕死の米国海軍を救

うことになった。

戦隊が「存在を誇示」し，米国籍商船を保護し，必

要とあれば闘うために地中海に派遣されたので，トリ

ポリの支配者が脅威に感じていることが伝えられた。

これは，遠隔地において戦隊を維持する訓梓の始まり

に対処するため士官と兵員の訓師こ備えて現役に留め

られていた。

e1812年の戦争

1812年の英国との戦争における米国海軍の活掛は，

弱体な海軍の成功物語りとして過大祝され，曲解され

ている。

最初に，大口径砲44門搭載ス】パーフリゲート艦

C。nStitutionとUnited Statesは，戦争開始後の早い時

脚こ連続して英国の38門砲搭載プリゲuト艦Guerriere，

Macedonian，Javaを捕獲して，英国に衝撃を与え

た。この結果，ヤンキーが「粟国海軍の高慢な先住を

へし折った」という印象が生れ，それ以来1814年まで

事実は不透明なまま隠されていた。

しかし，実際には圧倒的な海上優勢を誇る英国海軍

が，事実上米国沿岸全域を封鎖していたのである。

メイン州からジョージア州にかけて，ほんのわずか　㌢

の軍艦と商船のみが強固な封鎖を突破したにすぎなか　亘

った。さらに，英国は殆んど意のままに兵力を沿岸に　ぎ

上陸させるために制海権を利用することができ，1814

年8月には遂にワシントンを炎上させるにいたった。

わずかに，内陸部の湖において双方は互角に戦い，

米海軍は成功を納めていた。米国海軍のの勝利は，1813

年にエリー湖において0／f乙昭r肋ZⅣd Pg7・チッ代将によ

り，1814年にはChamp】ain湖において771omaS Mac・

血刀7抑gHE将によって獲得された。

その結果，米国の民衆に海軍はわずかな巡洋艦でも

充分に任務が果せるという間違った印象を与えること

になったのである。

f　アルジェリア遠征

1801年と同様に，1815年にもバーバリー海賊は再度

さびしい戦争後の海軍批判を防ぐのに役立った。

2個戦隊がアルジェリアに対する懲罰の任務をおぴ

て地中海に派遣され，バーバリー海賊の略奪を排除し

て安全を確保し，海賊に対する年頁の支払いを終結す

ることに成功を納めた。この時からほぼ1世紀の問，

米国海軍は地中海の基地に戦隊を維持し続けたのであ

る。

であった。

戦争は継続し，フリゲート艦Constitutionを旗艦と

する丘血の′d PJ′ビ占ビ代将がトリポリに対する作戦指揮

をとり，1803年と1804年に戦闘はその頂点に達した。

1805年に平和が訪れたが，戦隊は英国の撤兵要求の抗

議があった1807年まで地中海に滞在した。

その時から，ノ旗門0”大統領とCd地JわZ財務長官に

ょる海軍削減政策が実行されて，米国海軍の将来にと

って著しい帯威を与えるようになった。

すべての現役巡洋艦は港に繋がれ，それに代わって

役立たずの小型砲艦が就役した。しかし，1811年まで

フリゲート艦のうちいく空かは，将来の英国との危機
－166－

（イ）　米国海軍の成長と衰退

18卯年までにいくつかの遠隔根拠地が確保された。

「菓インド」又はアジア，西インド，「ブラジル」ま

たは商大西洋，太平洋，時には北と南の太平洋に分割

され，そしてアフリカ奴隷パトロールが実施された。

しかし，地中海はすべてのうちで最も重要だと見なさ

れていた。

各々の戦隊は，南北戦争まで大佐（Captai・－）が現役

で最高の階級であったが，代将（CommOdore）として

の待遇を受けて＿いる総司令官の指揮下，数隻の艦船で

編成されていた。
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その後．1884年に米国海軍大学校（U．SNav乙1lW；lr

CoHege）がロ…ドアイランド川NeWPnr〔て開校され

た。

b　海兵隊と沿岸警備隊

海兵隊（The Marine Corps）は，海軍省内に司令部

と指揮官が所在し，概略部局と同等の地位を占めてい

る。

海兵隊，すなわち「海の兵士」は，晶初から海軍の

必須の部分であった。

20世紀まで，海兵隊は主として艦鹿と海軍工砥げ）警

備任務に使用された。同時に小規模の上陸部隊として

メキシコ戦争と第1次世界大戦で使用され，陸軍の司

令官の下で正規部隊として活躍した。

第1次世界大戦後，海兵隊は次第に，上陸作戦の技

法について徹底的な研究を開始した。

海兵隊の猛烈な闘いのいくつかは，ワシントンD．

Cにおける度重なる海兵隊部隊の廃止要求に対抗する

ことであった。

戦時下において，1790年に創設された国税庁船舶部

（Revenue Marine）の監視艇は，後に国税庁監視艇隊

（Revenue Cutter Service）として知られ，1915年以降

は沿岸警備隊（Coast Guard）として，財務省から海軍

省へ移管された。

C．帆船から蒸気機関へ

海軍は，次第に19世紀における木造帆船から鋼鉄蒸

気艦へと世界中の艦隊が移行していく，いわゆる海軍

革命の強い衝撃を感じるようになった。

蒸気機関を最初に実用化した米国海軍は，最初の蒸

気軍艦を建造して実際の作戦で最初に使用するという

栄誉を得た。

1814年の問，英国海軍がニューヨーク港を封鎖した

時に，Robert Fultc．nは頑文な船体の舷側に外輪の付

いた蒸気軍艦（浮かぶ砲台：floating battery）を製作し

ている。

この，Demologos又はFulton the Firstと呼ばれた

船は，戦争が終了しF〟的〃が死亡した1815年の春まで

に完成しなかったが，1829年に拡張されたブルックリ

ン海軍工廠に係留された。

小型蒸気船Sea Gullは，海賊討伐任務を持つ西イン

ド戦隊の旗艦として使用された。

2隻の蒸気船の製作後，海軍の蒸気船に対する興味

は一時衰えた。しかし，1840年頃に3隻の外輪船が建

造され，1844年には尺0占grJ ASわ亡か0〃大佐の情熱で4

隻の最初のスクリュー推進の軍艦Princetonが導入さ

れた。

1861年までに，蒸気機関は米国海軍において外国の

艦隊と同様にかなり一般的になっていた。

フランスと英国は同時期に各々遠洋航海に適する装

甲艦を建造したが，米国は建造しなかった。
－168「

d．南北戦争

海軍の観点から見れば，南北戦争は数々の興味深い

状況を呈していて，装甲，兵器，機雷や潜水艦におい

てさえ急激な刷新と転換の期間であった。

南北双方とも，新しい図案や設計を引続いて行い実

験もしていた。

南部同盟はわずかな艦船と建造するには貧弱な工場

しか持っていなかったので，兵力の不均衡が生じた。

しかし，北部連合は4つの主要な任務，すなわち南部

同盟の商船破懐船の駆逐，開拓地の内陸河川における

陸軍との協同，南部同盟の港湾の奪取及び南部の沿岸

全体の封鎖を遂行できる海軍兵力を確立するために絶

間のない努力をしなければならなかった。

海軍省は，Gfd紺邦　的抽5海軍長官とG把止血zi n

石井海軍次官とに率いられることになり，彼等の指揮

下，数ダースの木造巡洋艦編成から800隻以上の兵力へ

と成長した。その数には，強力な鋼鉄装甲艦から，ポ
ートと河川用フェリーを除くすべての艦船が含まれて

いた。

海軍士官は，様々な新しい任務と戦争中に採用され

定着した新しい制度に熟達した。

1861年4月19日，上′f習COJ乃大統領によって宣言された

封鎖は，戦争中の海軍にとって最も重要な任務となっ

た。封鎖が実施されなければ，南部同盟は綿花を英国

とフランスに輸出し，貧弱な工業施設しかなく必要量

を生産することが不可能な南部同盟に対して，両国は

好意的に軍需物資を喜んで供給したはずであった。

北部連合は開戦時にわずか1ダースの軍艦を保有し

ていただけで，しかもそれら巡洋艦は遠隔の基地に分

散していた。猛烈な建設計画で新しい艦船が生産され，

その間に雑多な艦型の既製の艦船が集められた。

封鎖は次第に緊密でより効果的に実施され，ナッソ

ウまたはハバナからの高速密航船が突破することもあ

ったが，殆どは捕えられた。

封鎖が，南部同盟に対する輸入物資の剥奪により最

終的に北部連合に勝利をもたらした重要な業績という

ことができる。

封鎖に対する緊密な連携に次いで北部連合海軍の第

2の任務は，南部諸港の奪取又は封鎖であった。この

経緯は，石炭と補給物資の前進基地として使用されて

いたポート・ロイアル（サウス・カロライナ州）の1861

年における奪取から，1865年初期におけるウイルミン

トン（ノース・カロライナ州）攻撃の司令部のあったフ

オート・フィッシャーの奪取までにわたっている。こ

の間の主な事件は，1862年のニューオリンズ及び1864

年のモービル。ベイにおける穐rr卿JJ提督の勝利であ

った。また，北部連合の装甲艦は1863年から1865年に

かけてチャルストン要砦を砲撃し，港を閉鎖した。

装甲軍艦は，双方の港湾奪取において目覚ましい活





1890年，ニューポートの海軍大学校での講義をまと

めた「歴史に与えたシーパワーの影響，‾1660年～1783

年」（ThelnE】uence of Sea Power upon History，1660

～1783）が，A折でd mのgrルb／Jd〃大佐によって出版

された。

海洋において英国が成功した事例を分析した〃♂毎〃

は．制海権の確保と維持，敵の合冒的海洋利用の阻止

にとって主力艦で構成された戦艦艦隊の重要性を強調

した。

議会は1890年に最初の標準戦艦であるIndiana，

Oregon，Massachusettsに対する支出を決議し，3婆は

1895年かは1896年にかけて完成した。

大口径砲と分厚い装甲の戦艦の乗りごこちは，わず

か1度の航海で海軍艦艇の他の形式を締出すこととな

った。

新海軍は，1898年の短い米西戦争においてその価値

を証明した。マニラ湾の戦闘はフィリピン併合への道

を開き，サンチャゴの戦闘はキューバの解放とプエル

トリコの併合を導いた。これらの一方的な勝利は，

米国海軍の名声を高めることになった。

a．拡張と再編成

米西戦争は，世界勢力として植民地の帝国主義的争

奪戦への熱心な参加者となった米国に新時代の到来を

告げた。海軍はこうした状況の下で，特に1901年

Theodore Roosveltが大統領に就任した後，急速に拡

大された。

新型戦艦が毎年就役するに従い，米国海軍はすぐに

英国海軍に次いで2番目となり，1911年頃にはドイツ

海軍の急速な成長を押えて3位にとどまらせた。

海軍兵力は，太平洋岸とアジア水域に分割して維持

されていたが，北大西洋，南大西洋，欧州戦隊はドイ

ツの脅威のある大西洋で1個の戦隊にまとめられた。

1907年末に対日関係が悪化すると，斤005紺細大統領

は主力艦隊を西海岸に回航させ，オーストラリア，日

本，スエズの順で世界巡航を実施した。

艦隊は1909年早々に帰国し，その直後27隻目の戟鑑

で米国最強のド級1番艦Delawareが進水した。

1900年に一般幕僚部（General Board）が計画と作戦

の分野で長官に助言するために設置されたが，これは

1903年に陸軍で設立された一般参謀部（GeneralStaff）

の持つ明確な権威を保持してはいなかった。

最初の現実的な進捗は，1915年に海軍作戦郡長（CN

O：Chief of NavalOperations）のポストが設けられた

ことであるが，1942年までその完全な発展は達成され

なかった。しかし，新しいCNOの周囲は従来より一一・

層効果的な調整を実行できる海軍作戦郡を育成するこ

とに成功した。

初期の無線電信機は，海軍の各艦艇に装備されて実

用化の一歩をふみ出していた。
－170－

フェッセンデンの発明したヘテロダインは，受信波

にもう1つの受信局で発生させた電波を作用させて．

両周波数の差によって生じる「ウナリ」の発生を利用

したものであった。

この方式は早速米国海軍に採り入れられて試験が続

けられた。1913年の試験では，感度や安定性において

も優秀な成絹を示し，海軍もその採用に乗り気になっ

た。

もっとも，この方式の意義が本当に理解されたのは，

真空管の発明によって安定した発振が可能になってか

らである。

b．第1次世界大戦

第1次大戦における海軍は，南北戦争や第2次大戦

の兵力展開と比較すると，かなり小規模であった。

主要な任務は，通商破懐作戦としてドイツが採用し

たUポートの使用も無力化するため，北大西洋からヨ

ーロッパにかけての巡回任務を含んだ対潜水艦作戦で

あった。また，海軍海外輸送部隊（NavalOverseas

TransportService）は，200万余の米兵とその補給物資

をフランスへ安全に輸送した。

その後・潜水艦阻止のため北海に大規準な機雷原を

設置した。米戦艦戦隊の1部隊は，英国艦隊に派遣さ

れたが，小規模な戦闘に加わっただけであった。その

ため，第1次大戦中における米国海軍の死傷者は招く

ほど少なかった。

第1次大戦前に米国船舶業界の90％はマルコニ式無

線電信機を使用していた。

大戦が始まると，英国は米国とドイツを結ぶ海底ケ
ーブルを切断したが，このことは各国が独立した漸言

網を持つことが，特に戦時には重要な意味をもつこと

を示すものであった。

米国海軍は，第1次世界大戦にいたるまで軍艦の通

信システムに関心が無かったわけではなく，フェツセ

ンデンの電話検波器を数多く装備し，3極管が発明さ

れてからはアーリントンに試験基地を設置してシステ

ムの開発をすすめ，発振回路の製作やその使用を計る

などの施策を進めていた。

大戦に突入すると，軍事聞達機器の製作業者に対し

て合衆国の所有するいかなる特許の使用も認める処置

がとられた。

大戦中は，通信の秘密保持の必要性から短波の研究

が行なわれて，方向探知器などが製作されるなど進展

したが，交戦地域では無線電信が主用されていた。

無線電話は，開戦時には軍用としてまだ完全ではな

かったが，大戦前から研究が順調に進んでいた米国で

は実用化に力がそそがれた。

第1次大戦による膨大な軍需発注によって，米国の

無線関連会社はそれぞれの経営基蓋を強固にした。と

同時に．無線の軍事的重要性はますます高まり，軍を
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この比率は，米国艦隊の迎撃作戦には主力艦比7割が

絶抑こ必要だとした日本海軍の対米国海軍戦略を6割

におさえこむ目的もあったのである。

米国海軍は，不景気とホワイト・ハウスおよび議会

の無関心を理由にこの条約の効果を全く期待しなかっ

た。

この無活動期間（Nava仁Holida再は，海軍問題委員

会のC（〃イVわ7∫州議長が1934年に最初の海軍強化法案

を認可した時点で終りを告げた。

この期間中における海軍の主要な改革は，海軍航空

隊の急速な発展である。、

1911年に発足した海軍航空隊は，第1次大戦中にお

ける頻繁な警戒及び小規模な爆撃等によって飛行倍数

の増加と搭乗員の増員と拡大をとけていった。

1921年に航空局が海軍省内に設置された。

1922年には，石炭椙を米国最初の空母Langleyに改

造し，その空母を艦隊の編成に加えて，海軍航空の重

要性を示した。空母搭乗員は，急降下爆撃と雷撃とい

う新しい技術を開発し，艦隊決戦の様相の変化を暗示

させた。

米国海軍航空は，英国海軍のように2つの軍柾に別

れることなく，正規の海軍士官を搭乗員として勤務さ

せ，米国海軍航空隊の実力は世界最高と評価されてい

た。

d．第2次世界大戦

第2次世界大戦において，米国海軍は当然の権利を

授けられた。

戦争が勃発した時，世界中の海軍の中で初めて英国

海軍と実質的に互角の地位に成長していた。

終戦までに，米国海軍は世界中の海軍を合せたより

も大きくなり、その規模は「1ダースづつの戦艦と空

私20隻づつの巡洋艦と潜水艦，100隻づつの駆逐艦と

護衛艦，それに1000機づつの大小の航空扱」という史

上最大のものとなっていた。

第1次大戦中は，海兵隊を除く海軍士官と兵員の合

計は65，777名（1917．4．6）から497，030名（1918．11．

11）と増加したが，第2次大戦では，284，427名（柑41

年）から3．380，817名（1945年）に脹れ上った海軍要員が

投入された。

色々な意味で，第2次大戦は第1次大戦に比して米′

国海軍に極めて重い責任が課せられたのである。

南北戦争と同様に，第2次大戦は新しい発明の不断

の実験を伴った急速な技術革新期であったといえる。

米国が正式な交戦国でなかった間，つまり1941年12

月7日のパール・ハーバ…で太平洋艦隊が日本海軍に

攻撃されるまでのヨーロッパで戦争が続いていた好意

的中立の27ケ月余りの期間中に，米国海軍は北大西洋

における戦術的行動を強化させていた。

1940年半ばのフランスの降伏は，下院議員のn血紺

によって提唱された「2大洋海軍」（TW0－OCeanna、′y）

－172－





でも採用されていた。

第1次世界大戦後，真空管の発明とその改良にとも

ない，真空管式機器が無線機の主流を占めるようにな

ると用途も種類も増加の傾向を示し，陸軍用のBC／

SCRシステムとは異った命名法を海軍は採用するこ

とになった。

海軍の命名法には2通りあって，第1は3つの文字

の組合せで構成（2文字の組合せも一部ある）されたもの

であり，第2は頭に2文字又は3文字の製造会社名を

付けた5桁の数字の組合せで内容を表示する方法であ

る。

この2通りの命名法は併用して使用されたが，第2

次世界大戦が激化すると，米国は連合国各国の装備品

の生産と補給を引受けることになり，海軍の3文字構

成や5桁数字構成の機器表示では機器の識別が困難と

なって，陸軍と同様にAN方式を採用して一時期両方

式は併用して使用されたが，大戦末期になってやっと

AN方式に山本化された。

（ア）3文字構成の機器

3文字で構成された機器の一部のリストを第1表と

して示す。

この裏は，左から海軍のモデル名，用途，備考の順

に表示されている。備考欄には用途等の詳細も分って

いる場合は，周波数，名称，生産会社名の順に記述し

てある。

3文字の最初の文字は，A：Aircraft，D：Direction

Finder，F：FrequellCy Shift Keying，L：frequency

UC八八日け－Hi H昭一・’Yい川）TP～

measuring or generating equlPment．M：SPeCial

equipment，0：teSt eqUlPme11t，R：Recei、’er，S：

radar，T：Transrr］itter等を意味している。

艦艇にはどのような種類の無線機が搭載されていた

かは，1940年～1941年度計画で建造・進水した117隻の

Fletcher ClassのDestroyer（駆逐艦：2100トン，5ineh

抱5門，38cal．1門，dOm皿扱銃4門）のうちの1隻である

写真1のU．S．S．Stephen Potter脛番号：538）の

ような搭載機器が各艦にも標準装備されていた。

注：前号155ページの写真の表題は，写真1：ノルマ

ンディ上陸作戦（1944．6．6）資料：「SeaPoll・er

：A NavalHistor）r」より，であるので追加す

る。

写真l U．S．S．Stephen Potterの搭載無線捜器

－174m





RBA，一1，－2，－3

RBB

RBC－5，－6

RB D

RB F－3

RBG，一Z

R8H，一1

RBJ－4

RBL，－4

RBM－1．－5．－8

RB0，－2

RBS一一1，－2

RBV－1

穐ノ・㌶／巨：
1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

Adaptor

Sono－Radio・Buoy

Hammarlund

300～1200kHz．1．7～16MHz，National

National

15一一600kHz，Nationa1

200kHz→U2OMHz．TBWの対

E，H．Sco【t

2．0～20．0MHz

Panoramic Radio

第1表　3文字構成の機器t覧表（その3）

NavyModel RBZ ������Y$��6R�&V6V庸W"�Remarks 

2．0～5．8MHz 

RCH ���E．H．Scott　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′ 

RCK ���

RCO ���Panoramic，28．5～140MHz 

RDC－1 ���

RDG ���1 

RDO ���225～39弧．tHz（MARのR） 

RDR 鳴�

RDZ ���200～・400MHz 

SC－1～5 �&�F�"�200～250MHz，AirSearch 

SD－2 ���CRV－52AAY 

SG－1 ���3000MHz，Surface Telegraph，CRV－52022 

SK－3 箸�

S0－1，－2，－4，－8 ���

SR／AR－a ���

SS－a，－1 鳴�

TAJ，－4，－18，－19 膝&��6ﾖ宥FW"�

TAS－1 ���National 60～80MHz，RCA 

TBK－11～20 ���

TBL－2～9 ���

TBM－5、11 ���

TBS．－5，－6 �&T6V庸W(�薑&��6ﾖ宥FW"�

TBW，－1，－4 膝&��6ﾖ宥FW"�350～1000kHz，3．0～18．OMHz 

TBX，－1，－6，－8 �&V6V庸W(�薑&��6ﾖ宥FW(�8�R�T：2．0「∵5．8MHz，R：2～8MHz，Portable 

TBY－1～8 鳴�28～40MHz 

TCC－1 ���Collins231C 

TCK13，－5 膝&��6ﾖ宥FW"�‥　2－0～18．OMHz．400W 

TCL－2 �&V6V庸W(�薑&��6ﾖ宥FW"�FM．DoolittleRadio 

TCM，－1，－2 膝&��6ﾖ宥FW"�

TCN，－1 鳴�CoastGuardModel 

TC0－2 �&V6V庸W(�薑&��6ﾖ宥FW"�

TCP－2 ���1．5～12．OMHz，Collins 

TCS－4～15 ���

TCU－2 膝&��6ﾖ宥FW"�

TCX ���Portable，EmergencyRadio 

TCY－1 ���

TDB ���RadiomarineCorp，ET－8019A 

TDD－5 ���RCA 

TDE ���

TDO ���Collins．Modet16F－8 

TDP ���

TDY 鳴�200～400MHz 

TDZ ���

TED，－2，－4，7～9 ���Facsimile 

TXC－1．一lB �&V6V庸W(�薑&��6ﾖ宥FW"�

UF ���T／R＆PortableTestOsCilator 

ZB†2 鳴�

一一176・－
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（イ）5桁数字構成の機器

5桁の数字で構成された機器の一郎のリストを第2

表として示す。

この裏は・左から海軍の5桁識別番号，用途，陸軍

でのBC等呼称法，海軍の3文字構成，生産会社名等

及び備考の順に表示されている。

詳細については，次号で解説する。

5桁数字の構成の機器の表示は，5桁数字の頭に2

英文字又は3英文字の機器製造会社名が付いているこ

とは前に述べた。

この2英文字または3英文字の構成について話しを

進めることにする。

2または3英文字構成の最初の文字は必ずCで始ま

っている0このCはContractor（契約者）の意味で，計

器の製造を請負った会社は次の何々会社であるという

接頭語である。

続く1英文字または2英文字は，機器の製造を受注

した会社の略語で，GはGeneral Electric，NRは

NationalRadio・RCはRCA（RadioCorporationoE

America）・RMはRadiomarineCorporationofAmer・

ica等を意味している。

ただし，初期の機器にはRCA製にRVが用いられ

ていたり，請負会社と製造会社が異なっているためか．

CCT－46129（R－23／ARC¶5）の製造会社名は

第2黄　5桁数手桶成の樟器一覧表

Navy M日．仙 ��W'��6R�Type 儚emarkes 

Army 疲�g��

21531 21626 23155 23243 濡匁�ﾖ��"�x��6�G&��､&��DⅣト32 DM－33 BC－496 �4�"�4r�Rec用250V，60mA Tran用575V，160mA 2Receiver 

23251 23261 23442 ���x���b������BC－451 BC－450 BC－473 儺ransmitter 3Recejver lノ／ 

29125 ��蹤V跏�&X�ｦ���BC－442 儺xControl＆KeyingU． 

29126 46085 磐�蹌��b�FT【229 FT－279 僊ntennaRelay 

46104 �&V6V庸W"��2　Receiver 

46105 46106 ��b��b�BC－454 BC－455 �1．5～3．0か1Hz 3．0～6．0MHz 

46110 46115 �&�6ｲ�&V6V庸W"�FT－277 BC－453 �6．0一一9．1MHz 2Receiver 200～1500kHz 

46116 ����4r�1．5～9．OMHz ��

46117 46129 ��b�6ﾘ����4r��$"�7、0一～27．OMHz 190一、ノ550kHz 

46145 ���BC－946 �520一一1500kHz ��

46149 46150 �&�6ｲ�ﾖ�蹌�FT－220 F �3　Receiver 

46151 4615 �&V6V庸W"�T－221 刄m／ノ／ 195kHz～9．05れtHz 

3 49107 ���x���F��FW"�FT－230 妊�R�240kIIz～2．仙rIHz 

50064 �7�VV6���WB��6�R�for　TBL－2～5 

50083 磐�Vﾆ�F�"�BC－456 ��D��

50084 磐�蹌�FT－225 BC→696 B 儁odulator 

50141 磐�Vﾆ�F�"�番H�ﾃx���$8�ﾃR�

50172 ��蹤V跏�V譌B��4ｴ"�M山t■　　l ��

52022 膝&��6ﾖ宥FW"��5%b�ulCOuPer 

52208 52209 ����b���D��3．0－～4．0m廿Iz 

52210 ���C－457 BC－458 ��D���D��4．0～5．3MHz 5．3一一70九一Hz 

52211 ���BC二459 ��D��7．0～91MHz ��

52212 52213 �&�6ｲ�ﾖ�貭�FT－226 F ��2　TTanSmitter 

52232 52302 52303 膝&��6ﾖ宥FW"����b���x��T－227 FT－310 �4%��H�ﾃ�X���$8�ﾃR�／／／／ 2．1～3．OMHz 500～800kHz 

52304 52305 52306 52307 52308 52309 60057 62036 ����b�菱�ﾃ�h�閂��H�ﾃ�x��6ﾘ���H�ﾃ���閂��800～1300kHz 1．3一、一2．1MHz 2．1～3＿0hIHz 

〝 儺－19／　／／ �8�C���H�I�X�ﾄ�&ﾇ｢� 

〟 儺－20／　　〃 滴�C���X�Hﾌ｣D�� 

〝 儺－21／　　〝 店�C8-h璽x�C�ﾔ�� 

〝 儺－22／　　〝 度�C�����C���� 

TubeTester Adap【er 僂PF ���'F�$ｦR�
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第1回　A R B受信機の回路図

2．　A SBT7　Receiver

（1）用途：レンジ・レーダー用

（2）周波数範囲：400MHz

（3）バンド数：1バンド

（4）中間周波数：55MHz（lst），16MHz（2nd）

（5）方式：ダブル・スーパーヘテロダイン

RFl－ConvTI F2－Conv－I F3蘭

VideoF2

（6）ラインアップ

446A椚446A－6AC7－6AC7p6AC7－6AC7

446A　　　　　　　　　　6AC7

－6AC7－6AC7－6H6d6AC7－6AG7

（7）所要電源：6．3VDC　4A，275VDC O・1A

（8）その他：446Aは2C40である。

回路構成は第2図参照

■l■■■■－　　　　　　　ltulll■■一●

lll■■

3．　ATK（ATJ）　Transmitter／Receiver

（1）用途：TelevisionCamera用

（2）通信距離：10血以内

（3）周波数範囲：VHF帯

（4）送信出力：A3　10W

方式：水晶発振

（5）バンド数：1バンド

（6）中間周波数：50m′1Hz（ATJは23．5MHz）

（7）受信方式：スーパーヘテロダイン

（8）スキャンニングレート：14kHz

（9）カメラ部ラインアップ：回路構成は第3図参照
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第2図　AS8－7受信機の回路図
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（5）ラインアップ：6A7－76－77h991×2

（型式により異ったものが多い）

（6）所要電源：12V AC O．6A，260～475V

DC　20mA（型式により異る）

（7）寸法：糾う×8X8％インチ

（8）重量：14ポンド

（9）その他：各機器別にcaribrationbookが付属

11．R A K Receiver

RAKは，海軍の艦艇搭載用として設計された長波

受信横である。

（その72）のU．S．S StephenPotterの搭載無線

機器の中にも入っていて，低い周波数帯は潜水艦との

交信用に，高い周波数のうち500kHzは非常・救難用と

して各艦艇とも待安を行っていた。

このシリーズは，狭帯域フィルタを使用することに

よ S／N比の改善を計っていたことでも知られてい

用途：水上艦艇，潜水艦搭載用

（2）周波数範囲：15kHz～600kHz

（3）バンド数：6バンド，ターレットSW切換

（4）方式：ストレート受信式

RF2－AF2

（5）ラインアップ

6D6－6D6－6D6－6D6－41
1

41

（6）所要電源：115V AC60Hzまたは

6V，90V，180V DCバッテリ使用

（7）その他：再生検波，フィルタ使用

12．R A L Receiver

RALは，TRF（TunedRadioFrequency）受信機

で，中波から短波までの広帯域の受信用である．また，

RAKとペアで使われているようすがU．S．S Ste．

Phen Potterの写真にもてている。

（1）用途：水上艦艇搭載用

（2）周波数範囲：300kHzノ～23．仙′IHz

（3）バンド数二9バンド，ターレットSW切換

（4）方式‥ストレート受信式

RF2－AF2

嘲　ラインアップ‥6D6h6D6－6D6－6D6－41

I

（6）所要電源‥115V AC60Hzセパレート電源

または6V・90V，180V DCバッテリ

椚　その他：再生検波，オーディオフィルタ使用ノ

回路構成は第1図参照

13．RAO Receiver

RAOは・National社製のNC－100Xの海軍用モデ

ルであるが，艦艇搭載用として使用しやすいように］

郡改造されているD RA0－5，－7などのモデルがあ

る。

（1）用途：水上艦艇等搭載用

（2）周波数監囲：540kHz～30．mIHz

（3）バンド数等‥プラグイン・コイ／レ使用

（4）中間周波数：455kHz

（5）方式：スーパーヘテロダイン

RF2「IF2qAF2

摘）所要電源：115V AC60Hz

第1回　RAL受信機の回路図
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第4回　RBH受侶機の回路図

（4）中間周波数：Unitl”・160kHz

Unit2…915kHz

Unit3・・・2275kHz

（5）方式：スーパーヘテロダイン

RF1－I F2…AFl

（6）ラインアップ

12S K7pl2K8－12S K7－12S K7－12S R7

－12A6

（7）所要電源：28V DC　で166V DC　90mAを

得る

（8）その他：Al，A2，A3用

回路構成は第3図参軍

16．R B H Receiver

RBHは，National社製のNC－100系列の受信機

で，海軍艦艇用に仕様の変更がされている。

（1）用途：水上艦艇等搭載用

（2）周波数範囲：300kHz～12001tHz　および

1，7MHz′－16．0MHz

（3）バンド数等：プラグイン・コイル使用

（4）中間周波数：1560kHz

（5）方式：スーパーヘテロダイン

RF2qI F2－AFZ

（6）所要電源：115V AC　60Hz

（7）その他：型式番号はCNA－46188，X仁山フイ／レ

タ付

回路偶成は第4回参照。

17．R B L Receiver

RBLは，海軍の艦艇用として設計されたTRF受

信機である。National社製で，外観はRAO，RBH

によく似ている。

－186¶

（1）用途：水上艦艇，潜水艦搭載用

は）周波数範囲：15kHz～600kHz

（3）バンド数等：プラグインコイル使用

（4）方式：ストレート受信式

RF2－AFl

（5）ラインアップ

6SK7¶6SK7－6SX7L6SG7－6H6－

6K6GT／G

（6）所要電源：110V AC　60Hz

（7）その他：再生検波，フィルタ使用

18．RBM Receiver

R柚Ⅰは，200kHzから20・OMHzを長波・中波帯と

短波帯の2つのユニットに分割した受信機である。

TBW送信機のペアの受信唐として一般に使用され

ていた。

（1）用途：水上艦艇搭載用

（2）周波数範囲：Unitl・”200kHz～2000kHz

Unit2・・・2．OMHz～20．OMHz

（3）バンド数：Unitl…4バンド

Unit2・＝4バンド

ターレットSW切換

（4）中間周波数：Unitl…140kHz

Unit2…1255kHz

r5）方式：スーパーヘテロダイン

RF1－I F2－AF3

（6）ラインアップ

12SG7－12SG7¶12SK7q12SG7－12H6

最J7　　　　12石7
－12SK7－12SJ7－12A6

12H6
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第2図　RC－56送信機の回路図

第3回　RC－57受信機の回路図
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第2図　RDZ受信機の回路図

（6）ラインアップ

ー6AC7十6AB7－6AB7－6AB7－

6AB7m6H6－6AB7－6AB7－6V6GT／G

6AC7－6SN7W

（7）所要電源：110V AC　6mlz

（8）その他：重量約200ポンド

回路構成は第2図参照（高周波郎欠）

25．RU－3～RU－17　Transmitter／Receiver

RU送受信機シリーズは，海軍航空機搭載用送受信

機として，節2次世界大戦中州以降に大活躍したAR

C－5シリーズの前身で，Westinghouse祉等で製造さ

れ．海軍に納入された。

Receivercoilsetsofmodelと呼ばれ，RU－3，

ⅠミU－3A，RU－4，RU－4A／GF～3．RU－5，R

U－5／GF－4，RU－6，RU－7／GFT5，RU－

10，RU－11．RU－12，RU－13／GF－8，RU－14／

GF－9，RU－16／GF－11，RU－17等の各タイプが

知られている。

送信機は，VFOで発振させ，プラグインコイルで

周波数を変換する方式で，周波数チャートが各々の機

器に付いていた。

受信機も，プラグインコイルでバンドを切り換える

方式であった。

第3図　RU送受侶機の回路図
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個・中間周波数：1515kIIz

鼎　ラインアップ：

送倍：X’taト3A4－2E22

（措所要電源

送倍：llandcranksge11eratOrにより12・6V

DC ZA，50OV DC帥TllAを得る

引戸：乾電池による－6V，＋1・4V，－ト90V

DC
H

（●）その他：回路構成は第1図参照

28．TBY Transmitter／Receiver

TBYは，短波帯の上限と超短波印の下限を使った

連絡用小型トランシーバで，艦内又は近拒離通†訓】と

して†射用された。

（1）用途：弼稽用トランシーバ

（ZI　通信距離：2km以下

（3）周波数範囲：28MI－Iz～40MHz

（4）送信棋力：Al O．ZW，A3　0．1W

方式：主発振

（5）バンド数：1バンド

（6）受信方式：ストレ山卜受信式

R Fl－AF2

（7）ラインアップ

受信：959－958－958－1E7G

X’tal什958

送信：　958×2

958－1E7G

（8）所要電源：［7．5V，＋1．5V，＋3V，＋180V

乾電池

（9）その他：5桁名称は，トランシーバ本休　Tyl）e

【43007，アンテナ　TyPet66025，ハン

ドセット　Type－51022，電鍵　Type山

26nl3，乾電池11日）e－1901BAを使用

し，周波数はX，talCaH）で補iEした。

回路偶成は窮2図参照

29．T CK Transmitter

艦艇に搭和された中型の標準型送信機で，短波帯を

使用して中距離または短距離通信用として運用された。

川　用途：艦艇搭載用

（2）通侶距離：100km以上

（3）周波教範朗：2000kIIz～18000kIIz

（4）送信出力：A1400W，A3100W

方式：圭発振

（5）バンド数：6バンド，ターレットSW切換

X，ta言霊：…詰8已芸；…。ト6S－く7
6F8G－6SJ7　　836×6（高屯圧整流）

（7）所要電源：110／220V　60Hz　入力

1800V DC420mA，500V DC

300mA，115V DC　500mA，12V

DC欄00mAを得る。

（8）その他：X，ta）caHbにより100kIIz毎にVFO

を補正，A3は837のサブレツサグリッ

ド変調による。

回路構成は第3図参照

約1回　TDX送受惜機の回路図
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第4回　TCS送受伯機の回路図（送侶機部）

窮1図　TCS受侶機の回路図
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第3回　ARC－2のフロン、トパネル

（9）

第4図　ARC－2のブロックダイヤグラム
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第2図　ARC－4送受信機の回路図
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第4回　ARC－5通信用受信機の回路図

（7）所平間沖：12VnC，l）yTlnmOtOrl）Yrlで

25nV G〔＝1八川一一1購），ZdVDC，

DyIlm11rllnrlHr－2∧／－Z Hで

250V　的血∧　目し】相を除くすべて）

（R）寸法：小13／16×5・5／Rxl卜1／2インチ

佃　弔問：9ポンド（木†いすr－Jトーク）

（川）その他：l鞘制服戒は前号孝明

アクセサリーーけ第1表を脛

6・AN／ARC－5　LF～HF Transmilters

∧RC］5の長波から粧晰削り送信椚羊は，∧RC－

5の受信機群と糾合せて，又は他の覚悟櫓ともペアを

組んで，二‡二に拇印の各種航空機に搭載して動Iほかた。

川　用途：小型～大型航響間搭職州

は）卿紺榔：lnr）h以上

（3）周波軌範網二T－I5　　醐nkHz～帥nkHz

T－16　　　即nkHz～13仰lく‖z

T17　　】3叩kIIz～ZlnnkITz

′トlR Zlr州くIIzへノ3mMkIIz

Tト柑　　3仰旺日石～仰〔nkHz

7－2〔　　州側kH㌃、53nHHlz

T㌧21　　53Ⅲ1kHz～7WnlくIlZ

T－22　　7nnnkHz～910nkHZ

川　送信日UJ：∧15州′，∧Z．∧3　3nlV

（∧2・∧1HMD－7　h10【llH仙汀ヰ仰

川）

方式：巨托振

（5）バンド数：トバンド

r6）ラインアップ：1626十1625×2

Xlaトー川2P

¶200－

け）所要悶源：24VDC，MIト7Mnd吊。血刷

屑しているDyll紺1（llorl）Y－R鮒

川して575V　川肋nAを得る

（R）」法：12・3／4×5・川×7・り16インチ

佃l　耶伺：9ポンド

（川　その他：回路射祓帥第1図参照

写真1け11－Zn／′∧RCr5の外観

アクセサリ山は耶1表参照

7．AN／ARC－5　VH F Receiver

∧lくC－5の招相継描川受信機月，空対空，空守川渕

倍朋に設封された受†甜rけ，小型から大棚克空似こ措

晒されて，．確目された。

写真l T－20／ARCL5





訴1表　ARC－5主要捕成風等一覧表（その日
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り6nZ ��

2．2 ��日用07 ��

2．2 ��lm1冊 滅･h��G��R�

・1．〔 ��96∩3 ��

6．n ��96（11 ��

13，n ��96〔5 ��

26．0 ��耶【6 ��

9315 �� Nal・〉r〝523n2 

93川 疲����T��SS)>���

口3】7 疲�g���S(�"�

川6 冢ｶ�"�Nal・〉・523∩5 

ln2 傴ｨﾟｲ�NalT　523〔6 
－ ���途�931n 疲�g���S)>途�

耶 涛3���Navy　52馴R 

叩 呟ﾓ�"�Navy　52二冊 

9313 疲軻YID陪ﾂ�

5n17 91川7 �����E�������(鉉$��

∧IltPn11R　T川1el・ 
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IIF，Trmlq．VtlFdlSelecl 
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961n 蛮�Fﾄ3��蹠(.��F��
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Cl川l卜nl【iOX �� �� ��

l �� �� ������������������

l �� �� ��

† �� �� ��
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第1衰　ARC－5主要構成品等t覧喪（その2）

ltenn NannO
Frequency

Range（MHヱ）

Select（kHz）

CotltrO】Dox，rOr C－26

l ReCeiver

9

2Receivers

3Receivers

4Receiヽ・erS

l TrallSmitter

2TrarlSmitters

3Translnitters

dTra115mitLers

Modulalor

＾ntenna Relay

Control＆JackBox，lorC－27，ト16－22．

C－29，－30．－39，「帽

CI川trOL＆JackBox．ror C－29，一30，－37．

一48，J－28，－34

Ju11CliullBux forJr17

Ct川【iolbnxlor C－38，一昭

八日letlna tu11er

lReceil・er

For tuneablc Rec．CtL．Box

Tuni11g Shart

LocalA】ll／Loop

LocaITulllng

C叩，Lock1mm1g

（7）所要屯漁：24VDC，Mn－7　MU（1日atHrに

付屈しているl）pli川1。tOI・1日’－只

を使川して575V l（仙11八を得る

は）1十法：5・1／dX8・二1／8×15・1川　インナ

（9）ilHtL：11．5ポンド

（10）その他：回服祐一li戒は箭1図参照

写真2は1、－23／AllCT5のフりント

パネル，写真3ほT－23／∧Ⅰそし－5の

左側面と，本体から的り外し′／ご紺堂及

びlVj段の832人の貞空管ユニット，幣描l

性を高めるための一一弓カム

アクセサリーは，前号第1表と第1表

（その2）を参照
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